
■材料（4人分） 
　ミニカリフラワー…１個　 サラダ油………適宜
　ジャガイモ… 2個（300g） （付け合わせ）
　ニンジン……1/4個（60g）  ミニトマト……８個
　卵……………………１個　 ミニキャベツ…１個
　小麦粉・パン粉……適宜　 ミニキュウリ…４本
■作り方
ミニカリフラワーは小さく切り分け、ニンジン
　はいちょう切りにし、熱湯で茹でる。 
ジャガイモはふかして皮をむき、つぶしておく。 
ボールに と を入れよく混ぜ合わせて、８等
　分してから俵型に成形する。
に小麦粉・溶き卵・パン粉の順につけ、サラ

　ダ油で揚げる。 
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●「ミニくま」シリーズで作る

ミニカリフラワーのミニコロッケ

郷
土
に
息
づ
く
「
音
」
を
次
の
世
代
に
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月
号
市
報

環境にやさしい大豆油インキ

古紙配合率100％再生紙を
使用しています。

　「市報くまがや」は、自治会を通してお届けします。また、市役所・行政センター・出張所・公民館・駅連絡所などでもお配りしています。インターネ
ットでも「市報くまがや」をご覧になれます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   「市報くまがや」は毎月１日（原則）に発行します。

須  

藤  

□
恵
さ
ん

地場産農産物で地場産農産物で

一 言 ア ド バ イ ス

　今月の料理人は中奈良の
　　　 小  島  すづ子さん

◆農業振興課　3内線442

　　　◆健康づくり課
3５２８－０６０１

皿に刻みミニキャベツを敷きコロッケをのせ、
　ミニトマト・ミニキュウリ（板ずりしたもの）
　を一口大に切り添えて出来上がり。
※「ミニくま」野菜は無駄なく、
　食べきりサイズです。ぜひ
　試してください。 　カリフラワーは、ビ

タミンＣや食物繊維が
多く、かぜや便秘の予
防に有効です。水１
に対して、大さじ１程
度の酢を加えた湯でゆ
でると、アクによる変
色を防ぐことができま
す。

ゆ

す
　
　 

と
う              

け
い

主な内容主な内容

URL   http://www.city.kumagaya.lg.jp/

市報

2006 1 1 第１4号平成18年

市の平成17年度決算の概要
平成17年度国民健康保険特別会計決算
11月は「全国青少年健全育成強調月間」
           「児童虐待防止推進月間」
飲酒運転は絶対にやめましょう
市政ワイド　熊谷市「ふるさとメール」を発行しています ほか
市政情報　保育所（園）の入所受付 ほか
くらしの情報　催し・講習・募集・試験・スポーツ・相談

いきいき元気 みんなの健康
文化施設情報
くまがや フォトニュース
・市報クイズ 
くまがや東西南北
江南町を紹介します
夢追い人・フレッシュクッキング

撮影場所　県立熊谷商業高校グラウンド

撮影者コメント　18歳　最後の体育祭！
　　　　　         ゴール信じて一直線…。

県立熊谷商業高校３年　新 島 里 沙さん
決  勝  戦 青春写真館青春写真館

vol.1
市内高校写真部の作品を
紹介します

ＮＥＷ
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比
べ
約
１
億
２
千
万
円
、５
・
５
％
の
増
加

で
し
た
。

〇
地
方
交
付
税

　
決
算
額
は
、
約
16
億
８
千
万
円
、
通
年

で
は
約
41
億
５
千
万
円
、
前
年
度
に
比
べ

約
３
千
６
百
万
円
、
０
・
９
％
の
減
少
で
し

た
。
そ
の
う
ち
普
通
交
付
税
は
、
約
32
億

７
千
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
約
１
億
４

千
万
円
、
４
・
２
％
の
減
少
で
し
た
。

〇
県
支
出
金

　
決
算
額
は
、
約
14
億
２
千
万
円
、
通
年

で
は
約
20
億
２
千
万
円
、
前
年
度
に
比
べ

約
４
億
４
千
万
円
、18
・
０
％
の
減
少
で
し

た
。
内
訳
の
主
な
も
の
は
、
重
度
障
害
者

医
療
給
付
費
、
特
別
保
育
事
業
費
な
ど
の

民
生
費
に
係
る
補
助
金
、
保
育
所
運
営
費

な
ど
の
民
生
費
に
係
る
負
担
金
で
す
。

〇
民
生
費

　
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
、

重
度
心
身
障
害
者
・
高
齢
者
お
よ
び
乳
幼

児
等
に
対
す
る
医
療
費
給
付
、
障
害
者
支

援
事
業
、
介
護
保
険
広
域
化
に
伴
う
大
里

広
域
市
町
村
圏
組
合
へ
の
負
担
事
業
、
保

育
事
業
、
放
課
後
児
童
対
策
事
業
、
生
活

保
護
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

〇
市
税

　
決
算
額
は
、
約
１
２
８
億
１
千
万
円
、

通
年
で
は
約
２
７
６
億
８
千
万
円
、
前
年

度
に
比
べ
約
13
億
４
千
万
円
、５
・
１
％
の

増
加
で
し
た
。
そ
の
う
ち
固
定
資
産
税
は

約
１
２
２
億
５
千
万
円
、
市
民
税
は
約
１

２
０
億
７
千
万
円
で
あ
り
、
両
税
で
市
税

総
額
の
87
・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

〇
市
債

　
通
年
で
の
決
算
額
約
34
億
７
千
万
円
、

前
年
度
に
比
べ
約
48
億
６
千
万
円
、58
・
３

％
の
減
少
で
し
た
。
平
成
17
年
度
末
現
在

高
は
、
約
４
９
３
億
９
千
万
円
で
す
。

〇
国
庫
支
出
金

　
決
算
額
は
、約
23
億
９
千
万
円
、通
年
で

は
約
39
億
９
千
万
円
、前
年
度
に
比
べ
約
12

億
円
、23
・
２
％
の
減
少
で
し
た
。
内
訳
の

主
な
も
の
は
、
生
活
保
護
費
、
保
育
所
運

営
費
、
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
給
付

費
な
ど
の
民
生
費
に
係
る
負
担
金
で
す
。

〇
諸
収
入

　
決
算
額
は
、約
39
億
４
千
万
円
で
す
が
、

こ
の
金
額
に
は
旧
市
町
の
会
計
か
ら
引
き

継
い
だ
歳
計
剰
余
金
が
含
ま
れ
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
除
き
ま
す
と
約
18
億
３
千
万
円
、

通
年
で
は
約
23
億
５
千
万
円
、
前
年
度
に

歳  

入

歳  

出

平
成
１７
年
度
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
●
●
●
●
●
●
●

熊
谷
市
の
財
政
事
情

諸支出金

386,779,697(0.7％)
労働費

433,581,920(0.8％)
議会費

542,790,349(1.0％)
農林水産業費1,026,801,501(2.0％)
商工費1,034,275,231(2.0％)
消防費

2,385,956,816(4.6％)

市　税
　27,680,888,853
　　　　
(50.8％)

歳　入歳　入
54,486,582,60654,486,582,606

一般会計
（単位：円）（ ）の数字は構成比

　　　　　　　　　　　　　　　　その他

634,355,303(1.2％)

　　　　　　　　　　自動車取得税交付金

680,759,000(1.2％)

　　　　　　　　使用料及び手数料

912,970,360(1.7％)

　　　　　分担金及び負担金

933,442,152(1.7％)

　　地方特例交付金

953,667,000(1.8％)

繰入金

1,336,540,554(2.5％)

地方譲与税

1,523,877,000(2.8％)

地方消費税交付金
　　　　

1,759,038,000(3.2％)

　　　　県支出金

2,022,542,634(3.7％)

　　　　　繰越金

2,095,213,337(3.8％)

　　　　　　諸収入

2,349,970,065(4.3％)

　　　　　　　　市債

3,471,400,000(6.4％)

　　　　　　　　国庫支出金

3,985,656,348(7.3％)



































地方交付税

4,146,262,000(7.6％)

歳　入
54,486,582,606

歳　出歳　出
52,119,858,09352,119,858,093円
歳　出

52,119,858,093円

民生費
14,188,701,913(27.3％)

総務費
　8,402,392,747
　　　　(16.1％)土木費

　7,315,008,598
　　　

 (14.0％)

公債費
　6,067,188,864













 (11.6％)

教育費
　5,814,774,642














(11.2％)

衛生費
4,521,605,815
　　　
(8.7％)

歳　出歳　出
52,119,858,09352,119,858,093
歳　出

52,119,858,093
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〇
総
務
費

　
市
報
の
発
行
、
電
算
シ
ス
テ
ム
合
併
統

合
、
市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
、
元
気
な
ま

ち
熊
谷
ひ
と
づ
く
り
支
援
事
業
、
国
勢
調

査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

〇
土
木
費

　
街
路
事
業
と
し
て
星
川
通
線
の
整
備
、

河
川
整
備
事
業
と
し
て
新
星
川
の
改
修
、

公
園
緑
地
事
業
と
し
て
妻
沼
運
動
公
園
の

整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

〇
公
債
費

　
借
り
入
れ
た
市
債
の
定
期
償
還
を
行
い

ま
し
た
。な
お
、通
年
で
の
償
還
額
約
60
億

７
千
万
円
の
う
ち
、
元
金
は
約
48
億
８
千

万
円
、
利
子
は
約
11
億
９
千
万
円
で
す
。

〇
教
育
費

　
小
学
校
で
の
学
力
向
上
補
助
員
設
置
事

業
、
小
中
学
校
で
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
教
育
推
進
事
業
、
耐
震
診
断
等
の
施

設
整
備
事
業
、
社
会
教
育
事
業
と
し
て
公

民
館
の
施
設
整
備
、
生
涯
学
習
講
座
開
設

事
業
、
荻
野
吟
子
女
史
生
誕
之
地
史
跡
公

園
の
整
備
、
保
健
体
育
事
業
と
し
て
学
校

保
健
・
学
校
給
食
事
業
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

〇
衛
生
費

　
感
染
症
等
の
予
防
接
種
、
救
急
医
療
体

制
の
整
備
、
市
民
の
健
康
保
持
を
図
る
母

子
・
老
人
保
健
事
業
、
休
日
・
夜
間
急
患

診
療
所
の
運
営
、
汚
水
対
策
事
業
、
可
燃

物
・
不
燃
物
処
理
に
係
る
大
里
広
域
市
町

村
圏
組
合
負
担
事
業
、
し
尿
処
理
事
業
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

◆
財
政
課
　
3
内
線
２
４
０

平成１７年度決算の概要
決算額は平成17年10月合併後の額です。参考として合併前（４月～９月）旧市町の決算額を含む
通年の額を掲載します。対前年度増減率は、旧市町の決算額の合算との比較によるものです。

一般会計

特別会計


合　計

　決　算　額

29,545,448,364

20,557,715,536

50,103,163,900

　決　算　額

27,178,723,851

19,510,573,901

46,689,297,752

平成17年度通年（旧市町決算額含む）

54,486,582,606（対前年度比

8.8％減）

36,597,279,019（対前年度比

0.7％減）

91,083,861,625（対前年度比

5.7％減）

平成17年度通年（旧市町決算額含む）

52,119,858,093（対前年度比

9.6％減）

35,389,167,028（対前年度比

1.4％減）

87,509,025,121（対前年度比

6.4％減）

歳　入　合　計（円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳　出　合　計（円）

　　　項　　　目

市　税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄付金

繰入金

諸収入

市　債

繰越金

　　歳　入　合　計

　　　項　　　目

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

諸支出金

　　歳　出　合　計

決算額（円）




12,812,582,735

949,028,000

48,127,000

39,744,000

93,170,000

793,712,000

23,667,304

464,887,000

0

1,684,060,000

16,871,000

461,267,877

445,273,091

2,391,451,846

1,418,623,038

44,765,282

18,422,323

441,678,851

3,940,517,017

3,457,600,000


0


29,545,448,364

決算額（円）




267,192,114

5,290,189,366

7,201,449,616


2,413,634,010


52,259,050


645,778,883


218,017,060


4,034,265,737


1,073,952,804


2,904,458,073


3,077,527,138


0


27,178,723,851

平成17年度通年（旧市町決算額含む）（円）

27,680,888,853　　　

1,523,877,000　　　

114,086,000　　　


61,337,000　　　


93,473,000　　　

1,759,038,000　　　


39,413,687　　　


680,759,000　　　


953,667,000　　　


4,146,262,000　　　


46,228,000　　　


933,442,152　　　


912,970,360　　　


3,985,656,348　　　


2,022,542,634　　　


244,338,480　　　


35,479,136　　　


1,336,540,554　　　


2,349,970,065　　　


3,471,400,000　　　


2,095,213,337　　　


54,486,582,606　　　

平成17年度通年（旧市町決算額含む）（円）

542,790,349　　　


　8,402,392,747　　　

14,188,701,913　　　

4,521,605,815　　　


433,581,920　　　


1,026,801,501　　　


1,034,275,231　　　

7,315,008,598　　　

2,385,956,816　　　


5,814,774,642　　　


6,067,188,864　　　


386,779,697　　　


52,119,858,093　　　

平成17年度通年構成比（％）

50.8　　　


2.8　　　


0.2　　　


0.1　　　


0.2　　　


3.2　　　


0.1　　　


1.2　　　


1.8　　　


7.6　　　


0.1　　　


1.7　　　


1.7　　　


7.3　　　


3.7　　　


0.4　　　


0.1　　　


2.5　　　


4.3　　　


6.4　　　


3.8　　　


100.0　　　

平成17年度通年構成比（％）

1.0　　　


16.1　　　


27.3　　　


8.7　　　


0.8　　　


2.0　　　


2.0　　　


14.0　　　


4.6　　　


11.2　　　


11.6　　　


0.7　　　


100.0　　　



対前年度増減率（％）

5.1　　


34.4　　

▲27.5　　


80.3　　


130.5　　


▲7.0　　


▲18.9　　


3.8　　


2.7　　


▲0.9　　


▲1.1　　


▲0.5　　


1.6　　


▲23.2　　


▲18.0　　


60.6　　


4.8　　


▲30.1　　


5.5　　


▲58.3　　


▲1.4　　


▲8.8　　

対前年度増減率（％）

▲2.3　　


15.4　　


4.8　　


1.9　　


0.3　　


▲1.2　　


▲16.0　　


▲24.7　　


▲0.7　　


▲0.9　　


▲39.4　　


▲65.5　　


▲9.6　　

●一般会計の内訳

歳  入

歳  出
※諸収入の決算額には旧市町の会計から引継いだ「歳計剰余金」を含む。
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決
算
の
歳
入
総
額
は
、
93
億
４，

１
８
９
万
円
、歳
出
総
額
は
、83
億

１，
８
５
８
万
円
で
、
歳
入
歳
出
差

引
残
額
は
、
10
億
２，
３
３
１
万
円

で
し
た
。


　
な
お
昨
年
10
月
に
１
市
２
町
の

合
併
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
決
算

額
は
、
平
成
17
年
10
月
合
併
以
降

の
新
熊
谷
市
の
決
算
額
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
参
考
と
し
て
合
併
前

︵
４
月
か
ら
９
月
︶
の
旧
市
町
の
決

算
額
を
含
む
通
年
の
金
額
と
項
目

ご
と
の
構
成
比
の
グ
ラ
フ
を
掲
載

し
ま
す
。

◆
保
険
年
金
課
　
3
内
線
２
７
６

　
　
　
　
　
　
　
老
後
の
生
活
を
安
心
し

　
　
　
　
　
　
て
過
ご
す
た
め
に
、
確
実

　
　
　
　
　
　
な
収
入
源
で
あ
る
公
的
年

　
　
　
　
　
　
金
は
、
な
く
て
は
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
若
い
人
た
ち
の
な
か
に

　
　
　
　
　
　
は
﹁
年
金
な
ん
て
ま
だ
先

　
　
　
　
　
　
の
こ
と
⋯
﹂﹁
ど
う
せ
も
ら

　
　
　
　
　
　
え
な
い
ん
だ
か
ら
⋯
﹂
と

　
　
　
　
　
　
考
え
る
方
が
い
る
よ
う
で

　
　
　
　
　
　
す
が
、
公
的
年
金
は
国
が

　
　
　
　
　
　
長
期
的
な
見
通
し
の
も
と

　
　
　
　
　
　
に
責
任
を
も
っ
て
運
営
し

て
い
る
制
度
で
す
か
ら
、
年
金
が
も
ら
え

な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
16
年
の
年
金
制
度
改
正
で
は
、
少

子
高
齢
化
に
備
え
、
基
礎
年
金
の
国
庫
負

担
を
平
成
21
年
度
ま
で
に
３
分
の
１
か
ら

２
分
の
１
に
引
き
上
げ
る
こ
と
や
、
給
付

と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
す
な
ど
健
全

な
財
政
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
、
公
的
年
金
は
、
現
役
世
代
の
保

険
料
負
担
で
、
高
齢
世
帯
を
支
え
る
と
い

う
世
代
間
扶
養
の
考
え
方
で
運
営
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
考
え
方
を
正
し
く
理
解
し
、

公
的
年
金
を
守
り
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
機
会
に
ご
家
族
皆
さ
ん
で
年
金
や

将
来
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

◆
保
険
年
金
課
　
3
内
線
２
７
７
　
　

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー


市
民
環
境
課


◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー


市
民
環
境
課


◆
熊
谷
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　



3
５
２
２-

５
２
１
１


１１月６日～１２日は年金週間です

　　項　　目

国民健康保険税

国庫支出金

療養給付費交付金

県支出金

共同事業交付金

繰入金

繰越金

諸収入

　　歳入合計

決算額（円）



3,340,842,270

2,987,919,657


1,870,513,125


669,758,255


179,150,783


264,229,000


0


29,481,753


9,341,894,843

平成17年度通年（旧市町決算額含む）（円）

5,065,525,184　　　　


4,689,605,657　　　　


3,073,764,125　　　　


　689,161,255　　　　


249,495,627　　　　


1,612,292,862　　　　


751,275,174　　　　


47,295,167　　　　


16,178,415,051　　　　

平成17年度通年構成比（％）

31.3　　


29.0　　


19.0　　


4.3　　


1.5　　


10.0　　


4.6　　


0.3　　


100.0　　

対前年度増減率（％）

0.7　　


▲8.4　　


15.4　　


731.3　　


6.7　　


▲0.4　　


　15.7　　


17.5　　


4.8　　

　　項　　目

総務費

保険給付費

老人保健拠出金

介護納付金

共同事業拠出金

保健事業費

基金積立金

諸支出金

　　歳出合計

決算額（円）



128,059,862

5,553,279,885


1,768,265,898


602,524,000

222,736,326


22,947,990


10,520,408


10,252,520


8,318,586,889

平成17年度通年（旧市町決算額含む）（円）

262,740,777　　　　


10,291,444,119　　　　


3,147,651,874　　　　


　1,058,882,891　　　　


300,353,117　　　　


50,761,907　　　　


10,720,777　　　　


27,100,506　　　　


15,149,655,968　　　　

平成17年度通年構成比（％）

1.7　　


67.9　　


20.8　　


7.0　　


2.0　　


0.3　　


0.1　　


0.2　　


100.0　　

対前年度増減率（％）

6.4　　


6.0　　


▲8.3　　


13.5　　


5.2　　


▲16.8　　


　5222.2　　


14.1　　


3.1　　

平
成
１７
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

●特別会計の内訳

歳  入

歳  出
※諸収入の決算額には、旧市町の会計から引き継いだ歳計剰余金を含みます。

国民健康保険税
5,065,525,184（31.3％）

国庫支出金
4,689,605,657（29.0％）

療養給付費交付金
3,073,764,125

（19.0％）

　諸収入

47,295,167（0.3％）

　共同事業交付金

249,495,627（1.5％）

　県支出金

689,161,255（4.3％）

　繰越金

751,275,174（4.6％）

　繰入金

1,612,292,862（10.0％）

歳    入
16,178,415,05116,178,415,051
歳  入

16,178,415,051

歳    出
15,149,655,96815,149,655,968
歳  出

15,149,655,968

保険給付費
10,291,444,119（67.9％）

老人保健拠出金
　3,147,651,874
　　　　（20.8％）

保健事業費
50,761,907（0.3％）

諸支出金
27,100,506（0.2％）

基金積立金
10,720,777（0.1％）

総務費

262,740,777（1.7％）

共同事業拠出金
300,353,117（2.0％）

介護納付金
1,058,882,891（7.0％）

（単位：円）（ ）の数字は構成比

年金週間をご存知ですか年金週間をご存知ですか
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地
域
の
方
々
の
暖
か
い
ま
な
ざ

し
と
実
行
が
、
子
ど
も
た
ち
を
虐

待
か
ら
守
り
ま
す
。

●
児
童
虐
待
の
種
類
は
次
の
４
つ

　
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

◎
身
体
的
虐
待

　
な
ぐ
る
、
け
る
、
戸
外
に
閉
め

　
出
す
な
ど

◎
性
的
虐
待

　
子
ど
も
に
対
し
て
性
的
行
為
を

　
強
要
す
る
こ
と

◎
心
理
的
虐
待

　
子
ど
も
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
る

　
暴
言
、
脅
し
、
無
視
な
ど

◎
ネ
グ
レ
ク
ト
︵
養
育
の
拒
否
・

　
怠
慢
︶

　
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
の
た
め

　
に
必
要
な
衣
食
住
の
世
話
を
し

　
な
い
で
放
置
す
る
こ
と

●
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
に
は
、

　
早
期
発
見
、
早
期
対
応
が
重
要

　
で
す
。

子
育
て
中
の
方
へ

・
子
育
て
に
は
不
安
が
つ
き
も
の

　
で
す
。

・
子
育
て
の
悩
み
を
ひ
と
り
で
抱

　
え
こ
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
身
近
に
話
し
相
手
が
い
な
い
場

　
合
は
、
市
の
家
庭
児
童
相
談
室

　
で
も
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

　
す
。
電
話
相
談
は
下
記
へ
。

地
域
の
方
へ

・
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
な
ど
に
よ

　
り
子
育
て
中
の
家
庭
が
孤
立
し
な

　
い
よ
う
に
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・﹁
気
に
な
る
親
子
だ
な
﹂と
か﹁
虐

　
待
か
な
？
﹂
と
感
じ
た

　
ら
、迷
わ


ず

　
下
記
ま
で

　
お
知
ら
せ

　
く
だ
さ
い






︵
秘
密
は
守

　
り
ま
す
︶
。

○
子
ど
も
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　


3
５
２
７-

２
７
０
０

　
家
庭
児
童
相
談
室
︵
こ
ど
も
課
内
︶

○
埼
玉
県
熊
谷
児
童
相
談
所

　
　
　
　



3
５
２
１-

４
１
５
２
　

※
休
日
・
夜
間
の
虐
待
緊
急
通
報
先

　
と
し
て
、
県
で
専
用
電
話
を
設

　
置
し
て
い
ま
す
。
月
〜
金
曜
日

　
18
時
15
分
〜
翌
日
８
時
30
分
ま

　
で
、


土
・
日
曜
日
、
祝
日


24
時
間

　
3
０
４
８-

７
７
９-

１
１
５
４

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
５
５

●家庭では 
・あいさつを習慣づけましょう。
・家族の安らぎの場となるよう心がけましょう。
・お年寄りやからだの不自由な人をいたわることを教
　えましょう。

●学校では
・学校を地域の人と子どもがふれあえる場にしましょう。
・チームワークの中で競争と協力を学ばせましょう。
・動物や植物の世話を通して命の尊さを学ばせましょう。

●地域では
・気軽に声かけできるよう、近所の子どもの顔を覚え
　ましょう。
・経験者の知恵やコツを教えあって子育てする親を支
　えましょう。
・行事に子どもたちを積極的に参加させましょう。

　　　　　　　　　　　　◆こども課　3内線255

大人が変われば子どもも変わる！みんなで育てよう！未来を担う子どもたち大人が変われば子どもも変わる！みんなで育てよう！未来を担う子どもたち

11月は「全国青少年健全育成強調月間」です

児
童
虐
待  

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

と　き　11月18日（土）14：00～16：30
ところ　文化センター文化会館
内　容　体験型講習会「CAP（子どもへの暴力防止）
　　　　プログラム」
費　用　無料
定　員　先着 ５００人
申し込み　住所・氏名・電話番号・保育希望の場合は子
　　　　どもの名前と年齢・手話通訳希望の場合はその
　　　　旨を記入の上、下記に郵送、FAXまたはＥメー
　　　　ルでお申し込みください。
　　　　郵　送：埼玉県こども安全課　〒330-9301（住
　　　　　　　　所の記入は不要です）
　　　　ＦＡＸ：０４８-８３０-４７８７
　　　　　Eメール：a３３４０-０２@pref.saitama.lg.jp
申込期限　１１月１０日（金）
　　　　　　　　◆県 こども安全課　3０４８-８３０-３３４５
　　　　　　　　◆こども課　3内線255

子どもを虐待から守る地域フォーラム

　非行や犯罪、いじめなど子どもたちをめぐる問題が
深刻になっています。

　みんな私たちの未来を託す子どもたちです。
　家庭で、学校で、地域で社会のルールや命の尊さ、
人を思いやる心の大切さを教えましょう。
　さあ、姿勢を正し、子どもたちの手本となるよう、
身近なところから、できることからはじめましょう。
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　飲酒運転は、私たち誰もが願っている幸せな生活

を、一瞬にして無残に奪い去ってしまいます。

　平成11年11月に東名高速道路で大型トラックの飲

酒運転による事故が発生し、幼い姉妹の命が奪われ

ました。この事故等を契機として、酒酔い運転など

による悪質な死傷事故に対して、平成13年12月、刑

法に「危険運転致死傷罪※1」が設けられ、故意によ

る犯罪としての責任が問われることになりました。

　また、平成14年には飲酒運転に対する道路交通法

の罰則※2も強化されました。

　しかしながら、飲酒運転は無くならず、今年８月

には再び、福岡市で飲酒運転により幼い子どもの命

が奪われる悲惨な事故が起きてしまいました。この

ような事態を受けて、さらなる罰則の強化など飲酒

運転の防止対策が検討されています。

　みんなで約束しましょう 
①酒を飲んだら運転しない

②運転するなら酒を飲まない

③酒を飲んだ者には運転させない

④運転する者には酒を出さない、酒を薦めない

　こんな考えはやめましょう
①ちょっとしか飲んでないから大丈夫だろう

②もう酔いが醒めたから大丈夫だろう

③家まで近いから大丈夫だろう

④今まで飲酒運転で事故を起こしたこともないし、

　捕まったこともないから大丈夫だろう

　知っておきたい最近の裁判例
①東京地裁判決（平成18年７月28日）では、飲酒運転

　による事故で、同乗者の責任のほかに、直前に一

　緒に飲酒していた者の責任を認めています。

②千葉地裁判決（平成１８年９月２７日）では、意識不明

　の被害者の家族が訴えていた裁判で、酒気帯び運

　転で事故を起こした加害者に対して約３億円の損

　害賠償の支払いを命じています。
※１「危険運転致死傷罪」(刑法第208条の２) 
      致死の場合：1年以上20年以下の懲役
 　 致傷の場合：15年以下の懲役 
※２  酒気帯び運転等の禁止（道路交通法第65条）と罰則
      (第117条の２第１号他)
      酒酔い運転：３年以下の懲役または50万円以下の罰金
      酒気帯び運転：１年以下の懲役または30万円以下の罰金

　　　　　　　　　　◆安心安全課　3内線285

さ

｢女房がいて、子どもがいて、職を懸け
て、飲酒運転するなんて、とてもできま
せんよ｣ 
　　　　　　  （ある市民の声「さきたま抄」から）

写真提供：熊谷警察署

飲酒運転は
　絶対に
　  やめましょう！

飲酒運転は
　絶対に
　  やめましょう！
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●
熊
谷
市
役
所


3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー


3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー


3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

　
市
で
は
平
成
19
年
３
月
に
、

家
庭
ご
み
の
出
し
方
や
保
健
に

関
す
る
お
知
ら
せ
、
市
の
年
間

行
事
等


を
掲
載
し
た
平
成
19
年

度
版
﹁
熊
谷
市
く
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
﹂
の
発
行
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
自
治
会

を
通
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

配
り
し
、
１
年
を
通
し
て
活
用

い


た
だ
く
も
の
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
自
慢
の
写
真
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
　
熊
谷
市
内
を
題
材
と
し

　
た
も
の
、
ま
た
は
熊
谷
市
に

　
ゆ
か
り
の
自
作
写
真
で
、
四

　
季
を
表
現
し
て
い
る
も
の

応
募
資
格
　
市
民
の
方
は
も
ち

　
ろ
ん
、
熊
谷
市
外
の
方
で
も

　
応
募
で
き
ま
す
。

作
品
規
格
　
キ
ャ
ビ
ネ
版
ま
た

　
は
２
Ｌ
版


※
人
物
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
場

　
合
に
は
、
事
前
に
被
撮
影
者

　
の
了
承
を
得
て
く
だ
さ
い
。


応
募
方
法
　
①
題
名
　
②
掲
載

　
を
希
望
す
る
月
　
③
題
材
の

　
場
所
、
熊
谷
市
と
の
ゆ
か
り

　
等
　
④
住
所
　
⑤
氏
名
　
⑥

　
年
齢
　
⑦
性
別
　
⑧
電
話
番

　
号
を
記
入
し
た
応
募
票
を
写

　
真
の
裏
面
に
貼
付
し
、広
報
広

　
聴
課︵
市
役
所
３
階
︶ま
で
直

　
接
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く

　
だ
さ
い
。な
お
、応
募
写
真
は

　
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
期
限
　
12
月
22
日
︵
金
︶

作
品
の
選
定
　
市
で
行
い
ま
す
。

　
　
な
お
、
表
紙
に
掲
載
す
る

　
作
品
は
、
応
募
作
品
の
中
か

　
ら
選
定
し
ま
す
。

掲
載
　
題
名
、
題
材
の
場
所
・

　
熊
谷
市
と
の
ゆ
か
り
等
の
ほ

　
か
、作
者
名
を
掲
載
し
ま
す
。

※
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
。


◆
広
報
広
聴
課




3
内
線
２
０
６

④住　　　

所

⑤氏　　　

名

⑧電

話

番

号

「
熊
谷
市
く
ら
し
の

カ
レ
ン
ダ
ー
」
掲
載

写
真
を
公
募
し
ま
す

熊
谷
市
「
ふ
る
さ
と
メ

ー
ル
」
を
発
行
し
て
い

ま
す

「熊谷市くらしのカレンダー」写真応募票

②掲載を希望する月

①題　　　

名

③題材の場所・
　熊谷市との
　　　ゆかり等

⑥年齢

⑦性別


男・女

(

き
り
と
り
線)

ち
ょ
う
ふ

　
市
で
は
、埼
玉
新
聞
社
と
協
力
し

て
、﹁
市
報
く
ま
が
や
﹂に
掲
載
し
た

情
報
や
、
埼
玉
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
熊
谷
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

を
編
集
し
、
月
１
回
︵
毎
月
５
日
︶

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
﹁
ふ
る
さ
と
メ

ー
ル
﹂
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
号
よ
り
、
１
９
７
０
年
当

時
の
広
報
紙
か
ら
懐
か
し
い
﹁
ふ

る
さ
と
﹂
の
記
事
を
取
り
上
げ
て

紹
介
す
る
﹁
ふ
る
さ
と
メ
ー
ル
限

定
！
広
報
タ
イ
ム
マ
シ
ン
﹂
や
、

﹃
熊
谷
の
味
と
い
え
ば
？
﹄
な
ど

毎
回
熊
谷
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ

い
て
市
民
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

声
を
掲
載
す
る
﹁
お
た
よ
り
パ
レ

ッ
ト
﹂
を
開
始
し
ま
す
。

　
購
読
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
市

ま
た
は
埼
玉
新
聞
社
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
広
聴
課
　
3
内
線
２
０
６

●ふるさとメールの配信登録をするには？

●新コーナー「ふるさとメール限定！広報タイムマシン」

　1970年当時の広報を通して懐かしいふるさとにタイムスリップ。
「こんなことあったな」「全然知らなかった」などなど様々な記事を
紹介していきます。

市ホームページのこちらから
「ふるさとメール登録画面」に
入り、登録してください。

平
成
18
年
度
版
熊
谷
市
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
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●熊谷市役所

3048-524-1111

イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル
市
へ
の

第
5
回
市
民
親
善
訪
問
団

参
加
者
募
集

　国内外の姉妹都市交流、外国人支援および国際
理解促進事業などに関わる職員（非常勤事務嘱託
職員）を募集します。

応募資格　日本国籍を有する方、または外国籍の
　場合は、就労資格を有している方
募集期限　12月１日（金） 
試験日　12月10日（日）
職務内容　姉妹都市交流、外国人支援、国際理解
　促進などに関する一般事務
勤務開始　平成19年１月上旬 
勤務形態　１週間当たり29時間（土・日曜日、祝
　日および時間外に勤務することがあります。）
勤務場所　広報広聴課
募集人員　１人 
選考方法　提出書類および面接による選考
希望　英語に堪能で、パソコンが使える健康な方
申し込み　履歴書および志望動機を記載した作文
　（自筆・４００字以内）を下記へ提出。外国籍の方
　は、就労資格証明書を持参。
雇用条件　報酬および費用弁償を支給。社会保険・
　失業保険に加入。採用期間は１年間。
※必要に応じて契約を更新します。

　　　　　　　　　◆広報広聴課　3内線220

都市間交流を担当する
職員の募集

臨時職員の登録

臨時職員の登録について
　市では、臨時職員として勤務を希望される方の
登録を受付けています。
　勤務をお願いする場合は、登録された方の中か
ら条件の合う方に働いていただきます。
　なお、登録をいただいた場合でも、直ちに採用さ
れるということではありません。

登録方法
　登録申込書に必要事項を記入し、職員課（市役
所３階）へ提出してください（すでに登録されて
いる方は、再登録する必要はありません）。
※登録申込書は職員課にあります。

登録職種・勤務内容・資格等

◆職員課　3内線238

  職       種

事　務

保育士

学童保育指
導員

保健師

看護師

調理・業務

   勤  務  内  容

一般事務補助

保育指導

学童の指導

健診時の医師補助、
相談等 

診療時の医師補
助等 
給食調理補助、
清掃等

　　資　　 格　　 等

なし

保育士

教諭・保育士・子育て経験者

保健師

看護師

調理等経験者

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
姉
妹
都

市
イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル
市
へ
の
市

民
親
善
訪
問
団
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

　
熊
谷
市
は
平
成
５
年
に
イ
ン
バ

ー
カ
ー
ギ
ル
市
と
姉
妹
都
市
提
携

を
し
て
以


来
、様
々
な
交
流
を
重
ね

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
ツ
ア
ー

は
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
や
触

れ
合
い
を
一
層
深
め
る
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　
イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル
市
で
は
、

市
が
主
催
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参

加
し
、
友
好
的
な
方
々
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
様
々
な
施
設
を
見

学
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ラ
ン
ド
が

　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
に
誇
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
イ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
ー
チ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
大
聖
堂
、
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ー
ン
ズ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ン
の
美
し

　
　
　
　
　
　
　
　
く
雄
大
な
景

　
　
　
　
　
　
　
　
色
を
堪
能
す

　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
き
る
で
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
。
そ
の
他
、

　
　
　
　
　
　
　
　
絶
景
と
い
わ

れ
る
ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
サ
ウ
ン
ド
の

見
学
、
ま
た
は
ア
ロ
ー
タ
ウ
ン
等

の
見
学
も
オ
プ
シ
ョ
ン
で
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
に
親
し
む
良
い
機
会
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
平
成
19
年
２
月
３
日
︵
土
︶

　
〜
10
日
︵
土
︶

訪
問
先
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

　
イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル
、
ク
ラ
イ

　
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
、
ク
イ
ー
ン
ズ

　
タ
ウ
ン
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

費
用
　
31
万
円
︵
旅
行
傷
害
保
険
・

　
燃
料
特
別
付
加
運
賃
は
含
み
ま

　
せ
ん
。︶

定
員
　
先
着
20
人

申
し
込
み
　
所
定
の
申
込
書
に
よ

　
り
左
記
へ
。

※
申
込
書
は
広
報
広
聴
課
︵
市
役

　
所
３
階
︶
に
あ
り
ま
す
。

◆
市


国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
︵
広
報
広
聴
課
内
︶

　
　
　
　
　
　
　
3
内
線
２
２
０

9  市報くまがや  平成18年（2006）11月

●妻沼行政センター

3048-588-1321　●大里行政センター

30493-39-0311

児
童
・
生
徒

　
　
　
お
茶
に
親
し
む
会

文
化
財
特
別
公
開

県
民
の
日
の

　
　
　   

イ
ベ
ン
ト




　
11
月
14
日︵
火
︶県
民
の
日




に
、
市
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ




ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
左
記
の
施
設
で
文
化
財
に
関
す

る
解
説
等
を
行
い
ま
す
。

彩
の
国
め
ぐ
り

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
０
６

日
本
の
伝
統
文
化
に
ふ
れ
よ
う

　
県
立
熊
谷
女
子
高
校
・
県
立
熊

谷
西
高
校
・
市
立
女
子
高
校
の
茶

道
部
に
よ
り
児
童
・
生
徒
の
た
め

※
い
ず
れ
も
参
加
費
無
料

◆
社
会
教
育
課
　
3
内
線
３
９
４

　　内　　　容

実施中の市内出土遺
物展の展示解説を行
います。

展示室を開放し、ム
サシトミヨや保護活
動に関する解説を行
います。

建物の公開と解説を
行います。



時　間

10:00
～
　
15:00


10:00
～
　
15:00


10:00
～
　
15:00







と　こ　ろ

妻沼展示館

ムサシトミヨ
　　保護センター

国登録文化財
坂田医院旧診療所

　私たちが住む熊谷の歴史・文化・産業・経済・観光・自然
環境などを見つめ直し、地域の魅力や可能性を広く市民に知
っていただくための講師を募集します。

対　　象　一般公募または各種団体からの推薦者とし、熊谷の魅力
　　　　　を引き出せる方で、その分野の専門知識または見識を有
　　　　　する方
講演分野　熊谷に関する歴史・文化・産業・経済・観光・自然環境
　　　　　など
応募方法　応募者は、申請書とともに講演要旨を1，000文字以内にま
　　　　　とめ提出してください。
　　　　　推薦による場合：推薦団体から社会教育課（市役所６階）へ
　　　　　　　　　　　　　持参または郵送
　　　　　公募による場合：社会教育課へ持参または郵送
応募期間　11月1日（水）～平成19年3月16日（金）
認定方法　申請書および提出された講演要旨により、熊谷市教育委
　　　　　員会が講師として認定します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　◆社会教育課　3内線389

－熊谷学講師資格認定制度－

熊谷学講師を
募集します

対
象
施
設
　
県
内
２
９
１
か
所

　
︵
市
内
は
下
記
９
か
所
︶

応
募
方
法
　
各
施
設
備
え
付
け
の

　
応
募
用
紙
ま
た
は
官
製
ハ
ガ
キ

　
に
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
施

　
設
２
か
所
以
上
で
ス
タ
ン
プ
を

　
押
印
し
、
希
望
商
品
・
住
所
・
氏

　
名
・
年
齢
・
職
業
・
性
別
・
電
話
番

　
号
に
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
書

　
き
添
え
の
上
、﹁
〒
３
３
０-

９

　
３
０
１
　
埼
玉
県
庁
県
民
・
消

　
費
生
活
課
︵
住
所
記
入
不
要
︶
﹂

　
ま
で
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
　
県
内
企
業
等
か
ら

　
協
賛
を
受
け
た
商
品
15
種
類
を

　
１
２
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

応
募
締
切
　
11
月
30
日
︵
木
︶
︵
消

　
印
有
効
︶

※
当
選
者
の
発
表
は
、
商
品
の
発

　
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
応


募
用
紙

　
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
、全
対
象
施
設

　
︵
２
９
１
か
所
︶お
よ
び
県
民
の
日

　
イ
ベ
ン
ト
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
県


県
民
・
消
費
生
活
課

　
3
０
４
８-

８
３
０-

２
８
２
６


の
お
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
親
子
で
日
本
の
伝
統
文

化
に
ふ
れ
て
く
だ
さ
い
。

時
間
　
10
時
〜
15
時

と
こ
ろ
　
星
渓
園

費
用
　
無
料

※
施
設
北
側
隣
接
地
が
星
渓
園
専

　
用
駐
車
場
︵
駐
車
台
数
６
台
程

　
度
︶
と
な
り
ま
し
た
。

◆
社
会
教
育
課
　
3
内
線
３
９
４

　　　




施　　設　　名

県立熊谷図書館

文化センタープラネタリウム館

老人福祉センター


ひかわ荘

熊谷スポーツ文化公園

県
農林総合研究センター水田農業研究所

県
産業技術総合センター北部研究所

道の駅めぬま

ＪＡくまがやふれあいセンター


















妻沼店（道の駅めぬま内）

熊谷駅献血ルーム

　所　在　地

箱田5-6-1


桜木町2-33-2

弥藤吾1755

上川上300


久保島1372

末広2-133


弥籐吾720


弥藤吾1566

筑波2-112

電話番号

523-6291

525-4554

588-2600

526-2004

521-5041

521-0614


567-1212

588-0090


0120-789-581

　　　　

内　　　　　　　　容

県民の日映画会「まえがみ太郎」（14：00～）

プラネタリウム無料公開

入浴・館内利用料無料（18歳未満利用不可）

卓球無料（室内シューズ・用具持参）、
陸上競技場個人無料開放

農産物の収穫体験および試食

産業技術を研究する施設の見学

名物「むぎとろ御膳」「新鮮野菜」、にっぽん女性第１
号資料ギャラリー、花と緑の公園

取扱品目：米、野菜、花、植木、特産物加工品

献血の実施

せ
い
け
い


え
ん

●スタンプラリー市内対象施設
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市
政
情
報

く
ら
し
に
役
立
つ

情
報
が
い
っ
ぱ
い

●
熊
谷
市
役
所



3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー



3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー



3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

◯
老
人
医
療
費

　
　
　
支
給
制
度
の
廃
止

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保

健
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
育
所（
園
）の
入
所
受
付

　
◯
老
人
医
療
費
支
給
制
度
は
平

成
19
年
１
月
１
日
に
廃
止
と
な
り

ま
す
。

　
廃
止
に
と
も
な
い
昭
和
９
年
１

月
２
日
か
ら
昭
和
10
年
12
月
31
日

生
ま
れ
の
◯
受


給
者
証
を
交
付
さ

れ
て
い
た
方
の
う
ち
、
平
成
17
年

12
月
31
日
ま
で
に
、
主
に
県
外
の

医
療
機
関
で
受
診
し
、
そ
の
際

の
費
用
に
つ
い
て
、
差
額
の
精
算

手
続
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

は
、
領
収
証
︵
医
療
点
数
の
わ
か

る
も
の
︶
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、

お
早
め
に
申
請
手
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

申
請
期
限
　
12
月
28
日(

木
︶


◆
保
険
年
金
課
　
3
内
線
２
７
９

交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
届
出
を

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
︵
加
害

者
︶
か
ら
傷
害
を
受
け
た
場
合
、

そ
の
治
療
費
は
加
害
者
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
実
際
に
は
、
治
療
費
が

多
額
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

ま
た
加
害
者
と
の
示
談
も
長
引
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
い
っ
た

ん
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
を

使
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
交
通
事
故

な
ど
第
三
者
︵
加
害
者
︶
か
ら
受

け
た
傷
害
の
治
療
に
国
保
・
老
人

保
健
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
必

ず
保
険
年
金
課︵
市
役
所
１
階
︶へ

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
国
保
・

老
人
保
健
を
使
っ
て
治
療
を
受
け

た
場
合
、国
保
・
老
人
保
健
が
一
時

立
替
払
い
を
し
た
額
に
つ
い
て
は
、

あ
と
か
ら
加
害
者
に
請
求
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
加
害
者

が
自
動
車
任
意
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
に
は
自
動
車
保
険
会
社

に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

①
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
等

　
︵
用
紙
は
保
険
年
金
課
に
あ
り

　
ま
す
。︶

②
国
民
健
康
保
険
証
︵
老
人
保
健

　
に
該
当
す
る
方
は
﹁
老
人
保
健

　
医
療
受
給
者
証
﹂︶

③
印
鑑

④
交
通
事
故
証
明
書
︵
そ
ろ
わ
な

　
い
と
き
は
後
日
で
も
可
︶

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
で
治

療
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

①
飲
酒
運
転
、
無
免
許
運
転
に
よ

　
る
事
故
な
ど
自
己
の
故
意
の
犯

　
罪
行
為
に
よ
る
負
傷
の
場
合

②
第
三
者
︵
加
害
者
︶
か
ら
治
療

　
費
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合

示
談
の
前
に
ご
連
絡
を

　
加
害
者
と
示
談
を
結
ぶ
前
に
、

必
ず
保
険
年
金
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
先
に
示
談
を
結
ん
で
し

ま
い
ま
す
と
、
国
保
・
老
人
保
健

が
加
害
者
に
対
す
る
請
求
権
を
失

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
後
遺
症
な
ど
の
治
療
も

対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
示
談

を
結
ぶ
と
き
は
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◆
保
険
年
金
課
　
3
内
線
２
７
６


　
来
年
４
月
か
ら
、
お
子
さ
ん
を

保
育
所
︵
園
︶
に
入
所
希
望
さ
れ
る

方
の
申
込
受
付
を
、
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

※
入
所
申
込
資
格
、
申
込
方
法
等

　
の
詳
細
は
市
報
10
月
号
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◆
保
育
課
　


3
内
線


４
３
１

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー


福
祉
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー


福
祉
課

■平成19年度

保育所（園）新規入所申込受付日程表

※この日程でお越しになれない方は、11月27日（月）から12月１日（金）までの間に、保育課
    （市役所２階）、大里行政センター福祉課・妻沼行政センター福祉課にお申し込みください。
※籠原のこキッズ保育園（仮称）の所在地は、新堀561-1（籠原若竹幼稚園隣）です。なお、受
　入年齢は、０・１・２歳になります。

11
月
1
日︵
水
︶

11
月
2
日︵
木
︶

11
月
6
日︵
月
︶

11
月
７
日︵
火
︶

11
月
８
日︵
水
︶

11
月
９
日︵
木
︶

11
月
10
日︵
金
︶

11
月
13
日︵
月
︶

11
月
22
日︵
水
︶

11
月
24
日︵
金
︶

11
月
26
日︵
日
︶

受



付



日
　
　



募
集
保
育
所︵
園
︶名
　
　
　




受



付


場


所
　
　




受
付
時
間

10
時
〜
12
時

10
時
〜
12
時

13
時
〜
15
時




10
時
〜
12
時

10
時
〜
12
時

13
時
〜
15
時


第
二
な
で
し
こ
保
育
園

新
里
保
育
園

奈
良
保
育
園

商
工
会
館
２
階
３
号
室

ス
ダ
ナ
保
育
園

し
ら
こ
ば
と
保
育
園

く
る
み
保
育
園

ほ
し
の
み
や
保
育
園

こ
と
ぶ
き
花
ノ
木
保
育
園

み
た
け
保
育
園

こ
ど
も
の
家
保
育
園

田
島
保
育
園

道
ヶ
谷
戸
愛
児
園

愛
隣
保
育
園

熊
谷
太
井
保
育
園

籠
原
若
竹
幼
稚
園

商
工
会
館
２
階
３
号
室

な
で
し
こ
保
育
園

第
二
な
で
し
こ
保
育
園


第
三
な
で
し
こ
保
育
園


新
里
保
育
園

新
里
第
２
保
育
園

奈
良
保
育
園

荒
川
保
育
所

銀
座
保
育
所

籠
原
保
育
所

石
原
保
育
所

玉
井
保
育
所

中
条
保
育
所

曙
町
保
育
所

箱
田
保
育
所

大
里
第
一
保
育
所

大
里
第
二
保
育
所

大
里
第
三
保
育
所

上
須
戸
保
育
所

ス
ダ
ナ
保
育
園

し
ら
こ
ば
と
保
育
園

く
る
み
保
育
園

第
二
く
る
み
保
育
園


ほ
し
の
み
や
保
育
園

こ
と
ぶ
き
乳
児
保
育
園

こ
と
ぶ
き
花
ノ
木
保
育
園

み
た
け
保
育
園

こ
ど
も
の
家
保
育
園

田
島
保
育
園

第
二
田
島
保
育
園

道
ヶ
谷
戸
愛
児
園

愛
隣
保
育
園

熊
谷
太
井
保
育
園

籠
原
の
こ
キ
ッ
ズ
保
育
園︵
仮
称
︶

平
成
19
年
４
月
開
園
予
定

市
外
保
育
所︵
園
︶お
よ
び

指
定
日
に
来
ら
れ
な
い
方

老老

老

　成人式を迎えられる方、ご家族
の方、この度は、おめでとうござ
います。
　今回の成人式は、合併後の熊谷
市として、初めての統一式典とな
ります。ぜひ、門出の式にご出席
ください。

対象　昭和61年４月２日～昭和62年
　４月１日生まれで、熊谷市に住民
　票がある方
とき　平成19年1月8日（月・祝）
ところ　彩の国くまがやドーム 体
　育館
受付　  9：00～
式典　10：00～11：30（予定）
※案内ハガキを12月中旬に発送し
　ます。
※熊谷市に住民票のない、出席希望
　の方は、下記へご連絡ください。
　　　◆社会教育課　3内線389

成人式のご案内

あ
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市
政
情
報
標
語
「
税
金
で
　
み
ん
な
の
望
む
　
町
づ
く
り
」 

逸
見 

美
帆
さ
ん

 

土
曜
日
も
一
部
業
務
を

 

行
い
ま
す

︻
11
月
の
開
庁
日
︼

　
４
・
11
・
18
・
25
日

︻
取
扱
時
間
︼

　
８
時
30
分
〜
17
時
15


分

︻
取
扱
場
所
︼

　
市
役
所

　
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

　
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

︻
取
扱
業
務
︼

・
住
民
票
の
写
し
・
証
明
書
の

　
発
行
業
務

・
印
鑑
登
録
業
務

・
税
関
係
の
証
明
書
の
発
行

　
業
務

・
市
税
の
収
納
業
務

◆
行
政
改
革
推
進
室

　
　
　
　
　
　
3
内
線
２
１
６

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学

支
度
金
支
給
制
度

　
県
で
は
、
低
所
得
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
児
童
が
中
学
校
へ
入
学
す

る
と
き
に
、
就
学
支
度
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
次

の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
提
出
期
限
を
過
ぎ
ま
す

と
、
支
度
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
　
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家

　
庭
の
父
ま
た
は
父
母
の
い
な
い

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、

　
平
成
19
年
４
月
に
中
学
校
へ
入

　
学
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る

　
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

　
︵
た
だ
し
、生
活
保
護
受
給
世
帯

　
を
除
き
ま
す
。)

支
給
額
　
中
学
校
入
学
児
童
１
人

　
に
つ
き
１
０，
０
０
０
円

申
請
方
法
　
こ
ど
も
課
︵
市
役
所

　
２
階
︶・
各
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉

戦
傷
病
者
等
お
よ
び
戦
没

者
等
の
妻
の
方
々
に
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

平
成
18
年
に
国
債
の
最
終
償
還
を

迎
え
た
方
の
中
で
、
次
の
方
々
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

戦
傷
病
者
妻
特
別
給
付
金
の
継
続

支
給

　
　
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
、
平

　
成
18
年
10
月
１
日
に
、
増
加
恩

　
給
、傷
病
年
金
、特
別
傷
病
恩
給
、

　
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合

　
に
、
そ
の
妻
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
傷
病
者
妻
特
別
給
付
金
の
特
別

支
給

　
　
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
、
平

　
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
一

　
般
の
け
が
や
病
気
で
亡
く
な
ら

　
れ
た
︵
平
病
死
し
た
︶場
合
、
そ

　
の
妻
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
妻
特
別
給
付
金
の
継
続
支
給

︵
※
こ
れ
ま
で
、第
17
回
は
号
、第
10

回
を
号
、第
４
回
つ
号
の
国
債
を
お

持
ち
の
方
々
が
対
象
と
な
り
ま
す
。︶

　
　
戦
没
者
等
の
妻
が
、
平
成
18

　
年
10
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

　
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け

　
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
妻
特
別
給
付
金
へ
の
移
行

の
支
給

　
　
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
平
成

　
15
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
公
務

　
傷
病
や
勤
務
関
連
傷
病
で
亡
く

　
な
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
妻
に
支

　
給
さ
れ
ま
す
。

平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15

年
４
月
１
日
の
間
に
新
た
に
戦
傷

病
者
の
妻
に
な
っ
た
方
々
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

戦
傷
病
者
妻
特
別
給
付
金
の
新
規

支
給

　
　
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平

　
成
15
年
４
月
１
日
の
間
に
、
夫

　
が
戦
傷
病
者
と
し
て
増
加
恩
給
、

　
傷
病
年
金
、特
別
傷
病
恩
給
、
障

　
害
年
金
等
の
受
給
権
を
取
得
し

　
た
場
合
に
、
そ
の
妻
に
支
給
さ

　
れ
ま
す
。

申
請
受
付
期
間
　
平
成
21
年
９
月

　
30
日
ま
で

◆
福
祉
課
　
3
内
線
５
０
９

　
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

　
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

　
厚
生
労
働
省
で
は
過
去
に
石
綿

を
製
造
し
、
ま
た
は
取
り
扱
う
作

業
に
従
事
し
、
事
業
場
の
廃
業
等

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
石
綿
健
康

診
断
を
受
診
で
き
な
い
退
職
者
に

対
し
て
、
無
料
で
健
康
診
断
を
実

施
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
石
綿
を
製
造
し
、
ま

た
は
取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
て

退
職
し
た
方
で
、
初
回
ば
く
露
か

ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
　
11
月
１
日
︵
水
︶
〜
17

　
日
︵
金
︶

◆
埼
玉
労
働
局
安
全
衛
生
課

　
3
０
４
８-

６
０
０-

６
２
０
６

石
綿
業
務
に
従
事
し
た
離
職
者

に
対
す
る
特
別
健
康
診
断
事
業

　
課
で
受
付
︵
申
請
書
は
用
意
し

　
て
あ
り
ま
す
。︶

　
　
な
お
、
申
請
に
は
振
込
金
融

　
機
関
が
確
認
で
き
る
も
の
︵
通

　
帳
な
ど
︶
が
必
要
で
す
。

提
出
期
限
　
12
月
28
日
︵
木
︶

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
９
２

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

◆
県


子
育
て
支
援
課

　
3
０
４
８-

８
３
０-

３
３
３
７

石
綿
健
康
被
害
者

特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求

　
平
成
13
年
３
月
27
日
以
降
に
、

業
務
に
よ
る
石
綿
ば
く
露
を
原
因

と
す
る
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
労


働
者
の
ご
遺
族
は
、
労
災
保
険
法

に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
遺
族
補
償
給
付
を
受
け

る
権
利
は
、
時
効
に
よ
り
労
働
者

が
死
亡
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
５
年
で
消
滅
し
ま
す
。
時
効

完
成
後
は
、遺
族
補
償
給
付
も
特
別

遺
族
給
付
金
も
受
給
で
き
な
く
な

り
ま


す
の
で
お
心
当
た
り
の
あ
る

方
は
早
急
に
、左
記
の
各
種
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
石
綿
ば
く
露
を
原
因
と

す
る
疾
病
に
り
患
し
て
、
現
在
療

養
し
て
い
る
労
働
者
の
方
に
つ
い

て
も
、
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
療

養
補
償
給
付
・
休
業
補
償
給
付

の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
同
様
に

左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
別
遺
族
給
付
金
・
労
災
保
険
制
度

◆
埼
玉
労
働
局


労
災
補
償
課

　
3
０
４
８-

６
０
０-

６
２
０
７


◆
熊
谷
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　



　
3
５
３
３-

３
６
１
１

労
災
保
険
給
付
の
対
象
と
な
ら
な

い
方
へ
の
救
済
給
付

◆
独
立
行
政
法
人


環
境
再
生


保

　
全
機
構

　
3
０
１
２
０-

３
８
９-

９
３
１
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●
熊
谷
市
役
所



3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー



3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー



3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

農
地
改
良
に
は

　
　
許
可
等
が
必
要
で
す

荒
川
緑
肥
を
無
料
で

　
　
　
　
お
分
け
し
ま
す

選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦
覧

　
12
月
１
日
現
在
で
住
民
票
に
基

づ
き
、
選
挙
人
名
簿
に
定
時
登
録

し
ま
す
。
今
回
登
録
さ
れ
る
の
は

次
の
方
で
す
。

最
近
転
入
さ
れ
た
方

　
平
成
18
年
６
月
２
日
か
ら
平
成

18
年
９
月
１
日
ま
で
に
住
民
票
が

作
成
さ
れ
、ま
た
は
転
入
届
出
を
さ

れ
、
引
続
き
熊
谷
市
に
住
所
の
あ

る
方
で
、
年
齢
が
20
年
以
上
の
方

︵
昭
和
61
年
12
月
２
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
︶

年
齢
が
満
20
年
に
な
る
方

　
前
記
以
前
か
ら
熊
谷
市
に
住
所

が
あ
る
方
で
、
平
成
18
年
９
月
２

日
か
ら
平
成
18
年
12
月
１
日
ま
で

の
間
に
満
20
年
に
な
る
方

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

期
間
　
12
月
３
日︵
日
︶〜
７
日︵
木
︶

と
こ
ろ
　
熊
谷
市
選
挙
管
理
委
員

　
会
事
務
局

※
日
曜
日
は
、
市
役
所
地
下
警
備

　
員
室

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
3
内
線
３
９
７

　
田
を
畑
に
す
る
た
め
に
土
を
入

れ
る
に
は
農
地
改
良
の
許
可
ま
た

は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
業
者
に
依
頼
し
て
土
を

入
れ
る
時
、
良
い
土
が
掘
り
取
ら

れ
、
産
業
廃
棄
物
や
悪
質
な
建
設

残
土
等
を
入
れ
ら
れ
て
し
ま
い
、

表
土
だ
け
良
い
土
で
覆
う
と
い

う
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
農
地
所
有

者
も
責
任
を
問
わ
れ
ま
す
。
業

者
の
選
定
は
慎
重
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
良
い
条
件
を
提
示
し
て
契
約
を

急
が
せ
る
業
者
な
ど
は
要
注
意
で

す
。
そ
し
て
、
工
事
が
始
ま
っ
た

ら
現
場
を
常
に
監
視
す
る
こ
と
も

大
事
で
す
。

　
農
地
改
良
を
ご
計
画
の
方
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
3
内
線
４
０
４

　
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
で
は
、

堤
防
除
草
に
よ
り
発
生
す
る
刈
草

を
堆
肥
化
し
、﹁
荒
川
緑
肥
﹂
と
し

て
お
分
け
し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法

　
希
望
数
量
・
日
時
を
必
ず
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

荒
川
緑
肥
専
用
電
話

　
3
０
４
９-

２
４
６-

１
０
３
１

　
︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
同
番
号
︶


　
平
日
９
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時

※
12
月
27
日
︵
水
︶
〜
平
成
19
年
１

　
月
５
日
︵
金
︶
を
除
く
。

※
在
庫
が
無
く
な
り
次
第
受
付
は

　
終
了
し
ま
す
。

配
布
方
法

・
バ
ラ
　
一
人
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台

　
分
ま
で

・
15
㎏
袋
　
一
人
５
袋
ま
で

※
販
売
等
を
目
的
と
し
て
い
る
方

　
に
は
配
布
で
き
ま
せ
ん
。

配
布
場
所

　
大
里
ヤ
ー
ド
︵
小
泉
地
先
久
下

橋
下
流
約
２
０
０
ｍ
︶

配
布
時
間

・
毎
週
火
曜
日
　
９
時
〜
12
時
30
分

・
毎
週
金
曜
日
　
13
時
〜
17
時

・
機
械
に
よ
る
積
み
込
み
作
業
日

　
11
月
〜
２
月
ま
で
の
第
３
月
曜
日

　
９
時
〜
17
時

◆
荒
川
上
流
河
川
事
務
所


管
理
課

　
3
０
４
９-

２
４
６-

６
３
６
４

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
h

ttp
://
w
w
w
.

　k
tr.m

lit.g
o
.jp

/
a
ra
jo

知っていると安心な防犯対策

住んでいるまちを
　  　防犯の視点から見直そう
　住み慣れたまちでも、「防犯」の視点は普段あまり意識し
ていないものです。住んでいるまちを防犯の視点から見直
してみませんか。
　防犯灯が暗くなっている、樹木・雑草が生い茂っている
など、思わぬところが危険な場所に変わってしまっている
ことはありませんか。

　気をつけたいポイントは次のようなものです。
●まちを明るく
　　防犯灯・街路灯の点検、夜間の門灯などの点灯
●見通しの確保
　　樹木の剪定、雑草の刈り払い、住居の囲いは見通しの
　きくフェンスや生け垣にするなど
●防犯設備の設置
　　必要に応じて、防犯カメラやセンサーライトの設置
　など
　　　　　　　　　　　　　◆安心安全課　3内線339

せんてい

交
通
遺
児
等
育
成
資
金

　
　
　
　
　
　
貸
付
制
度

　
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付

は
、
自
動
車
事
故
に
よ
り
亡
く
な

っ
た
方
、
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障

害
が
残
っ
た
方
の
児
童
・
生
徒
︵
０

歳
か
ら
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で

の
遺
児
等
︶
を
対
象
に
し
て
政
府

資
金
を
無
利


子
で
お
貸
し
す
る
制

度
で
す
。

貸
付
対
象
者
　
貸
付
の
対
象
は
、

　
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の

　
子
ど
も
本
人

貸
付
申
込
者
　
そ
の
子
ど
も
を
扶

　
養
し
て
い
る
保
護
者
の
方

貸
付
金
額︵
一
人
に
つ
き
︶　
は
じ

　
め
に
一
時
金
15
万
５
千
円


、
貸

　
付
期
間
中
毎
月
２
万
円
、


小
・

　
中
学
校
に
入
学
し
た
際
支
度
金

　
４
万
４
千
円

貸
付
期
間
　
貸
付
が
決
定
し
た
月

　
か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

利
子
　
無
利
子

返
還
方
法
　
割
賦
︵
月
賦
・
半
年

　
年
賦
・
年
賦
か
ら
選
択
で
き
ま

　
す
︶
に
よ
る
20
年
以
内
の
均
等

　
払
い

返
還
時
期
　
中
学
校
卒
業
後
１
年

　
間
据
え
置
い
て
か
ら
返
還


返
還
猶
予
　
中
学
校
を
卒
業
し
て

　
高
校
・
大
学
等
に
進
学
し
た
場

　
合
は
、
在
学
期
間
中
返
還
猶
予

◆
政
府
出
資
法
人


自
動
車
事
故

　
対
策
セ
ン
タ
ー
埼
玉
支
所

　
3
０
４
８-
８
２
４-

１
９
４
５
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市
政
情
報
標
語
「
分
か
ろ
う
よ
　
も
っ
と
知
ろ
う
よ
　
税
の
仕
組
み
を
」 

白
根 

久
美
枝
さ
ん

熊
谷
市
勤
労
者
住
宅

　
　
　
　
　
　
資
金
貸
付

訓
練
非
常
招
集
お
よ
び

　
　
　
　
火
災
防
御
演
習

消
防
特
別
点
検

消
火
器
の
一
斉
回
収

年
末
調
整
等
説
明
会

　
火
災
か
ら
尊
い
命
や
財
産
を
守

る
た
め
、
普
通
ポ
ン
プ
車
な
ど
30

数
台
と
消
防
団
・
職
員
５
０
０
人

が
参
加
し
て
服
装
点
検
、
消
防
操

法
訓
練
、
消
防
ポ
ン
プ
車
に
よ
る

一
斉
放
水
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
き
　
11
月
18
日
︵
土
︶８


時
〜

と
こ
ろ
　
荒
川
緑
地
運
動
広
場
２


　
︵
荒
川
大
橋
上
流
︶

◆
熊
谷
地
区
消
防
本
部


警
防
課

　
　
　



　
3
５
２
２-

９
９
９


２

　
一
般
の
家
庭
に
あ
る
古
い
消
火

器
や
キ
ズ
、
サ
ビ
が
ひ
ど
く
処
分

に
困
っ
て
い
る
消
火
器
を
対
象
に
、

設
備
業
者
の
協
力
に
よ
り
一
斉
回

収
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
11
月
23
日︵
木
・
祝
︶10
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
熊
谷
地
区
消
防
本
部

　
　
　
　
︵
原
島
６
７
５
番
地
１
︶

※
消
防
フ
ェ
ア
会
場
で
回
収
し
ま
す
。

料
金
　
５
０
０
円

※
回
収
対
象
消
火
器
は
、
一
般
に


　
販
売
さ
れ
て
い
る
大
き
さ
︵
10

　
型
︶
以
下
に
限
り
ま
す
の
で
、

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　

◆
熊
谷
地
区
消
防
本
部


予
防
課















　
3
５
２
２-

９
９
９
１

　
消
防
職
員
お
よ
び
熊
谷
消
防
団

員
に
よ
る
訓
練
非
常
招
集
が
次
の

と
お
り
３
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

と
き
　
11
月
12
日︵
日
︶
７
時
〜
８
時

と
こ
ろ


①
大
原
３
丁
目
４
番
１
号


　
︵
大
原
中
学
校
お
よ
び
付
近
一
帯
︶

②
妻
沼
台
１
３
７
番
地
１


　
︵
男
沼
小
学
校
お
よ
び
付
近
一
帯
︶

③
津
田
１
番
地
１


　
︵
大
里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
あ
す

　
ね
っ
と
お
よ
び
付
近
一
帯
︶

　
な
お
、
当
日
は
消
防
団
員
を
招

集
す
る
た
め
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
が
、
火
災
と
間
違
え
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
熊
谷
地
区
消
防
本
部


警
防
課

　
　
　


　
3
５
２
２-

９
９
９
２

求
人
情
報
も
満
載
で
す
。

　
　
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
地
元
企
業
を
市
が
紹
介
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス

テ
ー
ジ


く
ま
が
や
﹂
に
は
、
地

元
の
身
近
な
商
店
か
ら
大
手
の
企

業
ま
で
、
優
れ
た
技
術
や
製
品
・

自
慢
の
逸
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
情
報
や

求
人
情
報
が
満
載
で
す
。

　
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　h
ttp

://
w
w
w
.b
e
a
r-
v.c
o
m
/

　︵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

　
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き

　
ま
す
。︶

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
登
録

事
業
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録
料
や
利
用
料
は
無
料
で
す
。

　
ご
登
録
い
た
だ
き
ま
す
と
、
お

手
持
ち
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
い
つ
で
も
新
鮮

な
情
報
に
更
新
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
な

い
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
も
強
い
味

方
に
な
り
ま
す
。

　
す
で
に
ご
登
録
い
た
だ
き
ま
し

た
事
業
者
数
も
、10
月
に
は
２
７
０

件
を
突
破
し
ま
し
た
。
ま
だ
ご
登

録
い
た
だ
い
て
い
な
い
事
業
者
の

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
登

録
い
た
だ
き
、
製
品
・
商
品
な
ど

の
販
路
拡
大
や
求
人
の
新
た
な
ツ

ー
ル
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
産
業
振
興
課
　
3
内
線
５
０
５

熊
谷
市
企
業
紹
介
支
援
サ
イ
ト

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
テ
ー
ジ  

く
ま
が
や
」

貸
付
金
額
　
１
件
に
つ
き


︵
有
担
保
︶
１，
０
０
０
万
円
以
内


︵
無
担
保
︶



５
０
０
万
円
以
内


貸
付
金
利︵
変
動
金
利
制
︶

　
　
　
有
担
保
　
２.

０
１
５
％

　
　
　
無
担
保
　
２.

８
６
５
％

利
用
資
格
　
市
内
に
居
住
ま
た
は

　
居
住
し
よ
う
と
す
る
勤
労
者

　
で
、
次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当

　
す
る
方

①
年
齢
20
歳
以
上
60
歳
以
下
の
方


②
同
一
事
業
所
に
２
年
以
上
引
き

　
続
い
て
勤
務
し
て
い
る
方

③
家
族
収
入
を
含
み
、
毎
月
返
済
し


　
な
が
ら
生
活
の
維
持
が
可
能
な
方

資
金
用
途
　
市
内
に
居
住
す
る
た

　
め
の
住
宅
の
新
築
・
購
入
、
増

　
改
築
・
補
修


お
よ
び
土
地
取
得

　
の
た
め
の
資
金

※
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
商
業
観
光
課
　
3
内
線
４
９
９

　
熊
谷
税
務
署
で
は
、
平
成
18
年

分
給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
等

説
明
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

と
き
　
11
月
22
日
︵
水
︶

　
第
１
回
　
10
時
〜
11
時
30
分

　
第
２
回
　
14
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ
　
熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く

　
ら
め
い
と


太
陽
の
ホ
ー
ル

　
　
　
　
︵
拾
六
間
１
１
１-

１
︶

◆
熊
谷
税
務
署


　
　
　
　


3
５
２
１-

５
９
６
４
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●
熊
谷
市
役
所



3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー



3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー



3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

まちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがや

道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま

　   と    き

11/ 2 （木）～14（火）

11/25（土）
14：00 ～16：00

　　　　　  　 内　　　　　  　    容

まちの駅ギャラリー
　チャレンジ地域通貨「くまがやありがとう券」

　　　　　　　　2年間の歩み

昔あそび（ベーゴマ、シャボン玉、スポーツ吹き矢で遊ぼう）
ミニ古本市

宮本町254（上熊谷駅隣）
3524-1722

■［アグリパーク］ 3567-1212 開設時間 10：00～18：00  1日（水）休館
■［めぬま物産センター］ 3588-0090 開設時間   9：30～18：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （日・祝は17：30まで） 休館なし

家庭ごみの収集日

 燃えるごみの収集日
【東コース】月・木曜日　【西コース】火・金曜日
 ごみ袋…透明袋・半透明袋（レジ袋も可)

 燃えないものの収集日

  ※有害ごみ（蛍光管、乾電池、カガミ、体温計）は、 市役所
     （地下入口横）、行政センター、登録された自治会館や地
　  区集会所などに設置してある回収箱へ出してください。

  ※車両火災を防ぐために　内容物（ガス）が残っているス
　  プレーカン・カートリッジボンベが収集車の中で発火す
　  る事故が『不燃ごみの日』に頻発しています。スプレーカ
　  ン、カートリッジボンベは『ビンの日』に収集しますの
　  で、使いきってから必ず穴をあけ、ビンとは別にして透
　  明袋で出してください。

  資源物（紙類）と粗大ごみの収集日
   市内を５つの区域に分けて、それぞれ決まった曜日
  （毎週１回）に収集します。

  ※お住まいの区域の収集日が何曜日に該当するのかは、
　   「熊谷市くらしのカレンダー」３０ページをご覧ください。

　　 ◆環 境 美 化 セ ン タ ー　3５２４-７１２１
　　 ◆大里行政センター市民環境課　3０４９３-３９-４８０２
　　 ◆妻沼行政センター市民環境課　3５８８-９９８８ 

　      収　　 集　　 日

11/ 8 （水）、12/ 6 （水）

11/15（水）、12/13（水）

11/22（水）、12/20（水）

11/29（水）、12/27（水）

　　  種　　　類

資源物（カン）

資源物（ビン）

資源物（ペットボトル）

不燃ごみ

弥藤吾720

決められた日に、8時30分までに出してください。

　  と    き

11/12（日）
9：00～17：00
11/18（土）



①10：30～



②14：00～

12/ 9（土）
     10（日）
10：00～
         16：00

　　      内　容・費　用

雑貨・衣類等のフリーマーケット

①ハンギング（午前）
②寄せ植え（午後）  
費用：各3,000円（昼食または軽食付き）

生産量県下１位を誇るヤマトイモを
使った和菓子の販売

 催し・講習会

フリーマーケット

ガーデニング
           講習会

第5回
大和いもまつり

譲
っ
て
ほ
し
い
・
譲
り
ま
す

埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
正

 物産センター
　11/4（土）・5（日）　　収穫祭　直売コーナー　全品5％引き

熊
谷
市
営
本
町
駐
車
場
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

基
本
料
金

　
駐
車
時
間
30
分
ま
で
ご
と
１
５

　
０
円
、


４
時
間
超
か
ら
当
日
夜

　
24
時
ま
で
１，
２
０
０
円
︵
１
日

　
料
金
︶

定
期
駐
車
料
金
　
１
か
月
に
つ
き

　
１
台


１
２，
０
０
０
円

回
数
券
お
よ
び
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

　
お
得
な
回
数
券
お
よ
び
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

３，
７
５
０
円
分
︵
12
時
間
半
分
︶
の

回
数
券
︵
１
組
25
枚
︶お
よ
び
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
が
２，
５
０
０
円
で

購
入
で
き
ま
す
。

※
回
数
券
は
ご
利
用
時
間
に
合
わ

　
せ
た
便
利
な
﹁
バ
ラ
売
り
﹂
も

　
し
て
い
ま
す
。
出
口
右
側
﹁
管

　
理
人
室
﹂
ま
た
は
商
業
観
光
課

　
︵
市
役
所
７
階
︶
で
販
売
し
て

　
ま
す
。


営
業
時
間
　
７
時
〜
24
時

※
た
だ
し
、
入
庫
中
の
車
両
は
、

　
24
時
か
ら
翌
日
７
時
ま
で
は
出

　
庫
で
き
ま
せ
ん
。

収
容
台
数
　
３
０
５
台


※
屋
根
付
き
、
防
犯
カ
メ
ラ
付
き

　
で
す
。
ま
た
、
営
業
時
間
内
は

　
管
理
人
が
常
駐
し
て
お
り
、
愛

　
車
も
安
心
・
安
全
で
す
。

※
無
料
自
転
車
の
貸
し
出
し
を
行

　
っ
て
い
ま
す
の
で
、
周
辺
商
店

　
街
・
大
型
店
・
駅
へ
の
交
通
手

　
段
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
市
営
本
町
駐
車
場

　
本
町
一
丁
目
１
７
４
番
地

　
　
　
　



3
５
２
７-

６
０
０
６

◆
商
業
観
光
課
　
3
内
線
３
０
９


　
ご
家
庭
内
で
使
わ
な
く
な
っ
た

﹁
譲
り
た
い
も
の
﹂や
、あ
る
と
い
い

な
と
思
う﹁
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
﹂の

情
報
を
登
録
し
て
譲
り
合
い
、も
の

を
大
切
に
有
効
に
使
う
制
度
で
す
。

登
録
対
象
品
　
家
具
、家
電
品
、家

　
庭
日
用
品
、
子
ど
も
用
品
な
ど

登
録
方
法
　
電
話
ま
た
は
、直
接
市

　
民
活
動
推
進
課︵
市
役
所
２
階
︶へ
。

◆
市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
3
内
線
２
８
６

　
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
が
10
月
１

日
か
ら
時
間
額
６
８
７
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
特
定
の
産
業
に
つ
い
て

は
別
途
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

◆
埼
玉
労
働
局
賃
金
室

　
3
０
４
８-

６
０
０-

６
２
０
５

◆
熊
谷
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　



　
3
５
３
３-

３
６
１
１

※11/14（火）「県民の日」スタンプラリー実施。
※期間限定「煮ぼうと」始めました。
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市
政
情
報

納
期
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
料
普
通
徴
収︵
５
期
︶

納
期
限
　
11
月
30
日︵
木
︶

※
安
全
・
便
利
・
確
実
な
口
座
振
替

　
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◆
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合


介

　
護
保
険
課
3
５
０
１-

１
３
３
０

納
期
の
お
知
ら
せ（
11
月
分
）

納
期
限
　
11
月
30
日︵
木
︶

●
国
民
健
康
保
険
税
︵
５
期
︶

※
市
税
の
納
入
は
、安
全
、便
利
、

　
確
実
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を


※
納
税
相
談
は
、
随
時
窓
口
で

　
実
施
中


◆
納
税
課
　
3
内
線
２
５
９

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
総
務
税
務
課


◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
総
務
税
務
課

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

11
月
の

　
休
所
日

12
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

３
日︵
金
・
祝

︶、６
日︵
月
︶、

13
日︵
月
︶、20
日︵
月
︶、

23
日︵
木
・
祝

︶、27
日︵
月
︶

４
日︵
月
︶、11
日︵
月
︶、

18
日︵
月
︶、23
日︵
土
・
祝

︶、

25
日︵
月
︶、

28
日︵
木
︶〜
31
日︵
日
︶

　
９
時
〜
16

時

　
10
時
〜
15
時
30
分

別
府
荘



3
５
３
２-

２
０
２
０

上
之
荘



3
５
２
５-

６
９
６
４

※
別
府
荘
、
上
之
荘
の
利
用
に

　
あ
た
り
ま
し
て
は
、
市
内
循

　
環
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
20
人
以
上
の
団
体
で

　
送
迎
バ
ス
の
利
用
を
希
望
さ

　
れ
る
場
合
は
、
直
接
施
設
へ

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
か
わ
荘


3
５
８
８-

２
６
０
０

11
月
の

　
休
所
日

12
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

４
日︵
土
︶、７
日︵
火
︶、

14
日︵
火
︶、21
日︵
火
︶、

24
日︵
金
︶、28
日︵
火
︶

５
日︵
火
︶、12
日︵
火
︶、

19
日︵
火
︶、24
日︵
日
︶、

26
日︵
火
︶、

28
日︵
木
︶〜
31
日︵
日
︶

　
９
時
〜
16

時

　
10
時
〜
15
時

あ
な
た
の
土
地
は

　
　
管
理
が
十
分
で
す
か

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
「
街
道
て
く

て
く
歩
き
」
生
中
継
等

　
　
　
放
送
の
お
知
ら
せ

　
あ
き
地
な
ど
に
繁
茂
す
る
雑
草

に
つ
い
て
、
多
く
の
苦
情
が
市
に

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
あ
き
地

な
ど
の
雑
草
が
枯
れ
て
く
る
季
節

で
す
。
土
地
の
管
理
を
十
分
に
行

わ
な
い
と
、
火
災
の
原
因
等
に
な

り
ま
す
。

　
土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、

責
任
を
持
っ
て
管
理
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
除
草
な
ど
の
処
理
が
で
き
な
い

　
で
お
困
り
の
方
に
は
、
業
者
を

　
紹
介
し
ま
す
。

◆
環
境
衛
生
課
　
3
内
線
３
０
５


◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

　
市
で
は
、
婚
姻
届
を
提
出
さ

れ
た
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ


た

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ム
を
利
用

し
、
結
婚
記
念
写
真
撮
影
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ム
は
、

姉
妹
都
市
10
周
年
を
記
念
し
て

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
イ
ン
バ

ー
カ
ー
ギ
ル
市
か
ら
贈
呈
さ
れ

た
透
明
感
の
あ
る
緑
色
の
輪
で

す
。
輪
の
中
に
は
、ワ
カ︵
小
型

の
船
︶
、ア
マ
︵
植
物
名
︶
、
波
、
そ

し
て
シ
ダ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
結
婚
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
一

生
の
思
い
出
に
記
念
写
真
を
撮

影
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
市
民
課
　
3
内
線
２
７
４

と
き
　
11
月
23
日
︵
木
・
祝
︶

・
Ｂ
Ｓ
ｈ
ｉ

　
８
時
〜
８
時
45
分
︵
生
中
継
︶

・
Ｂ
Ｓ
２
　

　
19
時
45
分
〜
20
時
︵
録
画
放
送
︶

　
渓
斎
英
泉
・
歌
川
広
重
の
浮
世

絵
に
描
か
れ
た
中
山
道
69
次
の
今

を
た
ど
る
旅
番
組
で
す
。
京
都
三

条
大
橋
か
ら
日
本
橋
ま
で
向
か
う

写真：500組目の中村さんご夫妻

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ム
は
、
幸
せ
に
な
る
輪

リ
ム
は
、
幸
せ
に
な
る
輪

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ム
は
、
幸
せ
に
な
る
輪

リ
ム
は
、
幸
せ
に
な
る
輪

途
中
、
62
次
熊
谷
宿
︵
日
本
橋
か

ら
は
８
次
︶
の
生
中
継
放
送
が
行

わ
れ
ま
す
。
当
時
、
中
山
道
有
数

の
規
模
で
あ
っ
た
熊
谷
宿
の
姿
を

追
い
ま
す
。

◆
企
画
課
　
3
内
線
２
１
５
　
　

け
い
さ
い
え
い
せ
ん
　
　


う
た
が
わ
ひ
ろ
し
げ
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くらしの

情報情報
Information

催　し催　し

●熊谷市役所　3048-524-1111
　http://www.city.kumagaya.lg.jp/

●大里行政センター
　　　　　　　30493-39-0311

●妻沼行政センター
　　　　　　　3048-588-1321

●熊谷市役所

3048-524-1111


　　    第２回産業祭

とき　11月18日（土）・19日（日）
ところ　熊谷スポーツ文化公園
内容　農産物共進会 など
◆農業振興課　3内線441

　 星渓園で楽しいお茶会

費用　３００円 
定員　５０人
申し込み　当日、星渓園で受付
   （１５：３０まで）
※施設北側隣接地が星渓園専用駐
　車場（駐車台数６台程度）となり
　ました。
◆社会教育課　3内線394

　PTAコーラスのつどい 

とき　11月18日（土）
　13：00開場　13：30開演
ところ　熊谷文化創造館さくらめ
　いと 太陽のホール
出演　熊谷市PTA連合会 
入場　無料
◆社会教育課　3内線389

   と　  き

11/19（日）

13：00
 ～16：00

ところ

松風庵

せい  けい  えん 

　荒川大麻生公園
　　自然ふれあいイベント

●わくわく野あそび隊
 「ススキを使った飾り物づくり」
とき　11月19日（日）
　10：00～12：00（雨天中止）
費用　大人３００円　小学生以下１００円 
ところ　荒川大麻生公園
  （自由広場駐車場に集合）
定員　３０人
申し込み　電話で下記へ。　
◆（財）埼玉県生態系保護協会
　3０４８-６４５-０５７０

　   第７回 消防フェア

とき　11月23日（木・祝）
　10：00～14：00
ところ　熊谷地区消防本部庁舎
  （原島６７５番地１）
内容　玉津留姫・千代鶴姫による一日
　消防署長、地震・煙体験車での災害
　体験、はしご車搭乗体験と放水体験、
　救助体験、応急手当、消防音楽隊ミニ
　コンサート、バザー（日用品等） ほか　
◆熊谷消防署　3５２２-９９９４

 平成１８年度 めぬま菊花大会

とき　11月1日（水）～15日（水）
ところ　妻沼聖天山境内
内容　●菊人形「斎藤別当実盛公」
　の特別展示（期間中）
　●イベント（１１月１２日〈日〉）
　先着１００人 菊の苗無料配布
   （１０：３０～）、斎藤別当実盛公バ
　ージョン八木節公演（１０：３０～）
◆妻沼行政センター産業課

　　戴帽式の一般公開

とき　11月17日（金） 14：00～
ところ　熊谷准看護学校５階 ホール
内容　戴帽の儀、灯火の儀
駐車場　西熊谷病院 外来駐車場
◆熊谷准看護学校
　石原５７２　3５２１-２４６１

   熊谷市医師会
　　看護専門学校「博愛祭」

とき　11月25日（土）
　10：00～14：00

ところ　熊谷市医師会看護専門学校（大原１-５-２８）
テーマ　ＬＯＶＥ＆ＰＥＡＣＥ～すべての人に感謝～
内容　バザー、国際協力の現状（展示）、
　模擬店、アロマ（足浴・マッサージ）、ゲーム
◆熊谷市医師会看護専門学校
　3５２１-３９０６

    熊子連第２７回 絵画展

とき　11月25日（土）・26日（日）
　9：00～17：00
ところ　市民ホール（中央公民館）
　２階大ホール、会議室
内容　子どもたちが描いた花火、
　お祭り、球技大会などの絵の展示
◆こども課　3内線255

     おしゃべりひろば

　熊谷に住む外国人の方々が、思
い思いにおしゃべりする場です。
日本人の方も参加できます。
とき　12月14日（木）、
　平成19年1月11日（木） 
　10：00～14：00
※昼食の必要な方はご持参ください。
ところ　緑化センター 和室
◆広報広聴課　3内線220

　  国際交流パーティー

とき　12月17日（日）
　15：00～17：00
ところ　商工会館 大ホール
参加費　５００円　
◆広報広聴課　3内線220

　　 熊谷ふれあい広場
      障害者とのふれあい交流

とき　11月11日（土）（雨天の場
　合は12日〈日〉）
　10：00～14：30
ところ　中央公園芝生広場（市役所東側）
◆熊谷市社会福祉協議会　3５２１-２７３５

       聴導犬のイベント
  聴導犬のことを知ってください

とき　11月12日（日）

　10：00～16：00

ところ　八木橋百貨店１階 東入口

◆聴導犬普及協会群馬支部

　3０２７６-６２-０６５０

  講師（流派）

彦根慶香氏
（宗　流）

たい

たま  つ   る   ひめ　     ち    よ  つる ひめ     
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講　習講　習

    彩の国ふれあいコンサート

とき　11月25日（土）
　開場12：00　開演12：30
ところ　熊谷会館ホール
入場料　無料
◆埼玉県障害者音楽交流推進協議会
 （若草苑） 3５２７-４０１３

　   第２回 障害者作品展

とき　12月5日（火）～8日（金） 午前中
ところ　市役所１階ロビー（北側）
内容　市内にある施設に入所、通
　所されている障害者の絵画や書
　道などの作品を展示します。
◆障害福祉課　3内線291

   生き生きフェスティバル

　熊谷市内特殊学級、江南町内特
殊学級の児童・生徒が、日頃の学
習の成果をステージ発表します。
とき　12月13日（水）　
　 9 ：15～11：30
　13：10～15：40
ところ　文化会館
内容　劇、ダンス、合奏 など
◆教育研究所　3内線383

　　 若年者就職面接会

とき　11月27日（月） 13：00～ 
ところ　熊谷文化創造館さくらめいと
対象者　３５歳未満の方
※事前に下記に参加の申し込みを 
　お願いします。
◆ハローワーク熊谷 
　3５２２-５６５６（土・日曜日、祝日を除く）

定員　２０人（抽選）
申し込み　往復ハガキ（１人１通）に郵便
　番号・住所・氏名・電話番号を明記
　して１１月２０日（月）までに下記へ。
◆農業振興課　3内線442

      白菜キムチ作り教室

とき　12月13日（水） 
　13：30～16：00
ところ　農業活性化センター
  「アグリメイト」
参加費　５００円
講師　ＪＡくまがや女性部
定員　２０人（抽選）
申し込み　往復ハガキ（１人１通）に郵便
　番号・住所・氏名・電話番号を明記
　して１２月１日（金）までに下記へ。
◆農業振興課　3内線442

　 家庭犬のしつけ方教室

対象　犬（生後９０日以上）とその飼い主
とき　11月23日（木・祝）
　10：00～11：30（講習）
　14：00～15：30（実技）
ところ （講習）熊谷運動公園施設
　管理事務所 会議室　
 （実技）熊谷運動公園 自由広場
内容　アニマルセラピーボランティア
  「いずみ」のインストラクターによ
　る講習および指導による実技
費用　５００円（傷害保険代）
定員　５０組　　
申し込み　電話で１１月１０日（金）まで
　に下記へ。参加費用は当日徴収。　
◆環境衛生課　3内線305
　大里行政センター市民環境課
　妻沼行政センター市民環境課

　　　 消費生活講座

とき　11月28日（火） 10：15～15：00
ところ　熊谷地方庁舎
内容　午前：「特別養護老人ホー
　ムってこんなところ」
　午後：「セカンドライフを守る
　生命保険の選び方」
定員　先着８０人
費用　無料
申し込み　１１月２４日（金）までに、
　電話かFAX（住所・氏名・電話

　番号を明記）で下記へ。
◆埼玉県消費生活支援センター熊谷
　3５２３-１７１１　 ５ͅ２５-６３１６

 新規開業セミナー「創業塾」

対象　これから創業を考えている
　方や創業間もない方で、全日程
　５日間（３０時間）受講可能な方
とき　11月19日～12月17日の毎週
　日曜日（全５回）9：30～16：30
ところ　商工会館
内容　創業に必要な事業計画、資
　金計画、税務・法務知識 など
定員　先着４０人（要予約）
受講料　５，０００円
◆熊谷商工会議所　3５２１-４６００
　ホームページ　http：//www.kumagayacci.or.jp/

　　　パソコン教室
対象　市内に在住・在勤の方でパ
　ソコンを持参できる方
とき　11月24日（金）、 27日（月）、
　28日（火）  19：00～21：00
ところ　大里商工会 会議室
内容　Windows基礎コース（３日間） 
費用　２,０００円 
定員　先着１０人
申し込み　１１月２２日（水）までに
　電話で下記へ。
◆大里商工会　3０４９３-３９-０４８２
　吉所敷６３７

 写真やイラストで
         年賀状づくり講習会

対象　６０歳以上で、パソコンを持

　参できる方

とき　12月8日（金） 10：00～15：00 

ところ　勤労会館 ２階 第１会議室

内容　パソコンによる年賀状作成 

費用　無料

定員　２０人（抽選）

申し込み　往復ハガキに郵便番号・

　住所・氏名・年齢・電話番号・お

　持ちの年賀状ソフト名を明記し、

　１１月２４日（金）（必着）までに下記へ。

◆（社）熊谷市シルバー人材センター

 （パソコン指導班係）

　3５２４-２８１０（９：００～１７：００）

　〒３６０-０８１６　石原１４０１-５  

  ミニ野菜（ミニくま）料理教室

とき　11月28日（火） 
　9：30～12：30
ところ　農業活性化センター「アグリメイト」
内容　ミニくま野菜（キュウリ・大根・
　白菜・チンゲンサイ・カリフラワー・
　キャベツ）を使った料理教室
参加費　４００円
講師　奈良加工研究会コスモス
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募　集募　集

  熊谷産小麦を使用した
         うどんづくり講習会
とき　12月17日（日） 9：30～12：30
ところ　農業活性化センター「アグリメイト」
参加費　３００円
講師　奈良加工研究会コスモス
定員　２０人（抽選）
申し込み　往復ハガキ（１人１通）に郵
　便番号・住所・氏名・電話番号を明記
　して１２月１日（金）までに下記へ。
◆農業振興課　3内線442

　  冬休みおさらい教室
対象　小学３～６年生
とき　12月25日（月）～28日（木）、
　平成19年1月4日（木）・5日（金）
　の６日間 9：00～11：30
ところ　勤労青少年ホーム 講習室
教科　算数・国語
費用　２,５００円と保険料（４２０円）
定員　先着３０人程度
募集期間　１１月２７日（月）～１２月
　１日（金） ９：００～１６：００
申し込み　センターにある申込用紙
　に記入の上、費用を添えて下記へ。
◆（社）熊谷市シルバー人材センター 
　3５２４-２８１０（８：３０～１７：００）石原１４０１-５

   第８７回 立正大学公開講座

対象　どなたでも受講できます。
とき　12月9日（土）  14：00～
ところ　文化センター文化会館
内容　日本文化に沸くヨーロッパ
講師　磯村尚徳氏（外交評論家）
定員　５００人（抽選）
受講料　無料
申し込み　ハガキに郵便番号・住所
　・氏名・年齢・電話番号・第８７回公
　開講座希望と明記し下記へ。
申込期限　１１月２３日（木・祝）（消印有効）
※抽選の結果、当選された方にのみ案内状を発送。
◆立正大学秘書室　3０３-３４９２-５２６２
　〒１４１-８６０２　品川区大崎４-２-１６　

搬入　１２月１０日（日）９：００～１６：００　
搬出　１２月１７日（日）１５：００～１６：３０　
◆本庄市教育委員会 生涯学習課
 （児玉中央公民館）3０４９５-７２-８８５１

  身体障害者のための
　　  運転教習 教習生募集 

対象　就職するために自動車運転
　免許を取得したい身体障害者手
　帳所持者で、公共職業安定所に
　求人登録をし、運転免許試験場
　の適性検査に合格し、身体障害
　者運転能力開発訓練センターが
　入所を認めた方
期間　３か月間（入所日は１・４・７・１０各月
　初め、申込締切は前月の１０日まで）
定員　各期２５人
費用　教習費無料（検定料など自
　己負担約３５,０００円）
宿舎　身障者専用宿舎（有料）
◆身体障害者運転能力開発訓練センター
　3０４８-４８１-２７１１　 ０ͅ４８-４８１-６５７８
　http://www.azumaen.or.jp

 観音山保全活動参加者募集

とき　12月3日（日）  8：00～
　半日程度（雨天順延）
集合場所　龍泉寺境内（三ヶ尻）
　※作業のできる服装で
内容　貴重な植物の宝庫である観音山
　の保全活動（下草刈りなど）を行います。
◆（財）日本自然保護協会自然観察指導員埼玉連絡会
 （宮下）０９０-３１４４-１５９２

  チャレンジショップ事業　
  　　出店希望者募集

募集資格　お店をやりたい方、お
　店をお探しの方（原則として事
　業経験が無い方）
募集業種　物販・サービス業（風俗業は不可）
募集人員　４人（書類審査、面接審査有り）
事業内容　熊谷商工会議所登録空き
　店舗と、出店希望者のマッチング
　を行った後、会議所が家主より、
　最長１年間空き店舗を借上げ、出
　店希望者にチャレンジショップと
　して出店していただき、創業全般
　にかかわる経営指導を行います。
　期間満了後、出店を継続する場合は、
　家主と直接契約を結んで頂きます。

申込資格　次の条件をすべて備え
　ている方
　①市内に住所または勤務場所があること
　②現に同居し、または同居しよ
　　うとする親族があること
　③現に住宅に困窮していること
　④市町村税等の滞納がないこと
　⑤入居希望世帯全員の収入が基
　　準の範囲内であること
申し込み　１１月８日（水）～２２日
　（水）に建築課（市役所５階）へ。
申込用紙の配布　申込用紙は１１月６
　日（月）から建築課、大里行政セン
　ター産業建設課、妻沼行政センタ
　ー建設課でお渡しします。
◆建築課　3内線320

   金子兜太先生が選ぶ
              秩父鉄道の俳句

応募作品　秩父鉄道や沿線風景な
　どを題材とした俳句
応募規定　規定の用紙（秩父鉄道
　の各駅に設置）による。 
応募締切　１２月５日（火）（必着）
応募方法　秩父鉄道各駅へ提出す
　るか、下記あてに郵送。
◆秩父鉄道整備促進協議会事務局
 （企画課内）3内線215

　　   みどりの集会

対象　市内在住の方
とき　12月9日（土） 13：30～15：30
ところ　県立熊谷農業高等学校 園芸実習室
内容　新春を彩る松竹梅の寄せ植え
講師　櫻井理平教諭
定員　３５人（抽選・各家庭１人）
費用　１,５００円（当日集金） 
申し込み　ハガキに住所・氏名・
　電話番号を明記の上、下記へ。
申込期限　１１月２４日（金）必着
◆公園緑地課　3内線348

　　 第４９回 県北美術展

とき　12月14日（木）～17日（日）
　9：00～17：00（最終日は１５：００まで）
ところ　本庄総合公園体育館（シルクドーム）
種目　絵画・彫刻・工芸・書・写真
出品資格　県北の各市町村に在住、
　在勤、在学（高校生以上）の方
出品料　１点につき３，０００円 （搬入時に納入）
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　 市営住宅の入居者募集

募集住宅　赤城町団地、籠原団地、中妻団
　地、籠原八平前団地、大幡団地、江波団地
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試　験試　験
スポーツスポーツ

  平成１８年度
 第３回 警察官採用試験案内

受付期間　12月1日（金）～20日（水）
 （郵送の場合は、期間内消印有効）
第一次試験日　平成１９年１月２８日（日）
警察官就職説明会の開催
　・１２月２日（土） ９：３０～１１：３０
　・熊谷文化創造館さくらめいと 会議室
  （籠原駅南口から徒歩１０分）

◆熊谷警察署 警務課　3５２６-０１１０

　  　自衛隊生徒募集

応募資格　日本国籍を有し、平成１９
　年４月１日現在、１５歳以上１７歳未
　満の男子で中学校卒業者（卒業見
　込み含む）
受付期間  11月1日（水）～
　平成19年1月9日（火）

※問い合わせ、願書・資料の請求
　は下記へ。 
◆自衛隊埼玉地方協力本部　
　熊谷地域事務所　3５２２-４８５５

Ⅰ類～　昭和５１年４月２日以降（２９歳まで）に生ま
　　　　れた方で大学卒業（見込み）の方

Ⅱ類～　昭和５１年４月２日から昭和６２年４月１日
　　　　生（１９～２９歳）、短大・専修学校（2年制
　　　　以上の専門課程）等を卒業（見込み）の方

Ⅲ類～　昭和５１年４月２日から平成元年４月１日生
　　     （１７～２９歳）、Ⅰ・Ⅱ類に該当しない方

　　　 ※年齢は平成１８年４月１日現在

試験区分      　　  受　験　資　格

男性

Ⅰ類

Ⅱ類

Ⅲ類

 国体開催記念・第２回 スポレクフェスティバル

とき　11月18日（土）・19日（日）
ところ　熊谷スポーツ文化公園内
 （彩の国くまがやドーム、陸上競技場 ほか）
内容　小・中学生リレーカーニバル・
　タグラグビー大会、小学校区対
　抗綱引き大会、バレーボール･
　野球･卓球・軽スポーツ等の体験
　プログラム、民踊、リズム体操
　など舞踊系団体による発表会、
　その他レクリエーション種目多数
※第２回産業祭も同時開催
◆市体育協会事務局　3５２５-６４６３

 熊谷運動公園屋内プール「アクアピア」
 第２回水泳ワンポイントアドバイス

　専門の指導員が、皆さんの水泳に関す
る技術的な質問等にお答えし指導します。
対象　市内在住の中学生以上の方
とき　11月13日（月）～23日（木・祝）
　19：30～20：30
費用　保険料１,５００円と入場時に
　屋内プール利用券等
申し込み　費用とともに１１月９日
　（木）までに屋内プール事務室へ。 
◆熊谷運動公園屋内プール事務室 
　3５３３-９１００

 熊谷市PTA連合会親善バレーボール大会 

とき　11月11日（土）
　8：30開場　9：00試合開始
ところ　彩の国くまがやドーム 体育館
  （熊谷スポーツ文化公園）
出場　熊谷市内各小・中学校PTA
　バレーボール団体
入場料　無料
◆社会教育課　3内線389

  妻沼運動公園体育館
      １２月１日より使用開始

　アスベスト除去工事が１１月末に
完成予定ですので、１２月１日（金）よ
り体育館の使用が開始となります。
　つきましては、１１月１日（水）
から予約の受付を開始しますので、
妻沼運動公園施設管理事務所へ
申し込みください。
※電話での予約は、出来ません。
◆妻沼運動公園施設管理事務所
　3５８８-３１００ 

試験日      　  内　　  容

1次試験

　

2次試験

平成19年
1月13日（土）

平成19年
1月26日（金）
  ～29日（月）

・学科
 （国語・社会・数学・理科・英語）
・作文（５００字程度）

・指定する１日口述試験
 （面接）
・身体検査および適性検査

　　　スケート教室
対象　市内在住・在勤・在学の小学生から一般
とき　12月17日（日）
ところ　日光霧降スケートセンター（栃木県）
定員　先着８０人
参加費　中学生以下：４，５００円
　高校生以上：５，０００円
 （保険代・入場料・バス代 など）
申し込み　１１月１０日（金）～１２月８
　日（金）に費用を添えて保健体育課
　または大里事務所、妻沼事務所へ。 
◆保健体育課　3内線391

　　　   スキー教室

対象　市内在住・在勤・在学の小
　学生～一般（ただし、小学生は保護者同伴）
とき　平成19年1月4日（木）～6日
　（土）2泊3日
ところ　八海山麓スキー場（新潟県）
定員　９０人
参加費　小学生：２２，０００円
　　中学生以上：２３，０００円
※ただし、リフト代・レンタルスキー代は別途
申し込み　１１月１３日（月）～１２月１５
　日（金）に費用を添えて保健体育課
　または大里事務所、妻沼事務所へ。
◆保健体育課　3内線391

 女性バドミントン親善大会

対象　一般女性
とき　12月12日（火） 9：00～
ところ　市民体育館
参加費　１人５００円（保険料等）
競技方法　ダブルス戦
申し込み　１１月１３日（月）～３０日（木）
　に費用を添えて保健体育課または
　大里事務所・妻沼事務所へ。
◆保健体育課　3内線392

入居条件　出店期間：６か月毎の
　契約更新（最長1年）
　使用料：家賃の２/３   ※ただし、
　月額家賃７５,０００円までに限ります。
   〈例〉月額家賃　７５，０００円の場合　
　　　 本人５０，０００円　会議所２５，０００円（限度額）
 　　　  月額家賃　１００，０００円の場合　
　　　 本人７５，０００円　会議所２５，０００円（限度額）

　保証金：１０万円/入居時のみ
◆熊谷商工会議所 街づくり推進室　
　3５２１-４６００

 熊谷准看護学校２００７年看護学生募集
定員　２５人
願書受付　11月27日（月）～12月6日（水）
試験日　１２月９日（土） 
試験科目　国語・数学・作文・面接
試験会場　熊谷准看護学校
◆熊谷准看護学校
　3５２１-２４６１　石原５７２



●各種相談 お気軽にご利用ください。（秘密厳守・無料）
　相　談　名

法　　　　　律

税　　　　　務

行　　　　　政

登　



記（注１）

行政書士（注２）

不　　動　　産

住　　　　　宅

消　費　生　活

金融よろず相談
(中小企業向け)

特　設　人　権

生　活　相　談

　 　 問 い 合 わ せ

市民相談室
　3524-1111　内線460・461
妻沼行政センター総務税務課
　3588-1321　内線305

市民相談室3524-1111

内線460・461

妻沼行政センター総務税務課
  3588-1321　内線304

大里行政センター総務税務課
　30493-39-0311

妻沼行政センター総務税務課
　3588-1321　内線305

市民相談室




3524-1111　内線460・461

　　
〃　　







内線283


商業観光課
　3524-1111　内線467


人権政策課
　3524-1111　内線356


人権政策課
　3524-1111　内線26
2

　　
場　　　　　所

市民相談室（市役所１階）

妻沼行政センター（２階）

市民相談室（市役所１階）

妻沼勤労福祉会館（２階相談室）

市民相談室（市役所１階）

大里コミュニティセンター

妻沼行政センター（２階）

市民相談室（市役所１階）

商工会館

大里コミュニティセンター

めぬま農業研修センター

日向集会所（日向482-1）

林集会所（別府３丁目44）

　時　　間

13：00～16：00






（要予約）

　　　〃

13：00～16：00

13：00～15：20

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～16：00

10：00～15：00



9：00～12：00

13：00～16：00



9：30～16：00

13：00～16：00
　


（要予約）

10：00～15：00

13：30～16：30

　

相　談　日

11/２㈭・16㈭

12/７㈭

11/９㈭・30㈭
12/14㈭

11/９㈭･12/14㈭

11/８㈬

11/15㈬・12/20㈬

11/７㈫・12/５㈫

11/30㈭・12/14㈭

11/13㈪

11/６㈪
・12/４㈪

11/21㈫・12/19㈫

11/28㈫
・12/26㈫

毎週月・火・水・金曜日
　（木・祝日を除く）

11/２㈭・12/１㈮

11/９㈭
・12/14㈭

11/２㈭
・12/７㈭

11/16㈭

11/15㈬

12/６㈬

　　相　談　員

弁護士

税理士

行政相談委員

司法書士
土地家屋調査士

行政書士

宅地建物取引主任者

建築士

消費生活相談員

中小企業診断士

人権擁護委員

生活相談員・市職員

※相談時間は、午前中は12時まで、午後は13時からです。

北部地域創造センター
　　　　

　　　3522-6506

　　　〃　

　　3521-7300

消費生活支援センター熊谷
　　　　
　　　
3524-0999

北部産業労働センター
　　　　
　　　
3523-2817

さいたま地方法務局熊谷支局
　　　　

　　　3524-8805

法　　　

律（県）

県 民 相 談（県）

交通事故相談（県）

消費生活相談（県）

労 働 相 談（県）

常 設 人 権（国）

弁護士

県民相談員

交通事故相談員

消費生活相談員

弁護士

人権擁護委員

第１～３水曜日（祝日を除く）

月～金曜日（祝日を除く）

　　　　　〃

　　　　　〃

第１～４金曜日（祝日を除く）

毎週水曜日（祝日を除く）

13：00～16：00（要予約）


9：00～16：00

　








〃


9：30～16：00

10：00～12：00
　

（要予約）


9：00～16：00

埼玉県北部地域創造センター
　

（県熊谷地方庁舎内）

埼玉県消費生活支援センター熊谷

埼玉県北部産業労働センター
　　（県熊谷地方庁舎内）

さいたま地方法務局熊谷支局

市民相談室




3524-1111　内線460・461

特許活用相談会（県） 特許情報活用
支援アドバイザー

11/15㈬ 13：00～17：00
埼玉県産業技術総合センター
北部研究所（末広2-133）

知的財産総合支援センター埼玉
　　　　　　

3048-647-4245

高齢者・障害者
悩み・困りごと
　　　　　　相談

専任相談員・弁護士
　　　　　　　

ほか

月～土曜日
（祝日、年末年始を除く）

９：00～16：00
（法律相談は要予約）

11/10㈮

11/17㈮
結　婚　相　談　

結婚相談員 13：00～16：00

大里コミュニティセンター

妻沼行政センター（２階）

社会福祉協議会大里支所30493-39-0471

社会福祉協議会妻沼支所3588-2600

市報くまがや  平成18年（2006）11月  20

毎
月
第
3
金
曜
日
は
「
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
日
」
、
毎
月
第
3
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」
で
す
。

㈳埼玉県社会福祉協議会
　　　　権利擁護センター
（さいたま市浦和区針ケ谷4-2-65）

㈳埼玉県社会福祉協議会
　　　　　

権利擁護センター
3048-822-1204


FAX048-822-1406

（注１）12月の登記相談はお休みです。
（注２）11月の行政書士相談は、農地転用、開発行為等についてです。
　　　　12月の行政書士相談は、自動車登録、自動車相続、車庫証明申請等についてです。

月～金曜日、第1・3土曜日
（祝日は除く）

11/10（金）

11/24（金）・12/22（金）　

11/ 8 （水）・15（水）
12/13（水）・20（水）

暮らしの
アドバイス
暮らしの
アドバイス

相談相談

子どもの電話相談子どもの電話相談
●教育上の悩み・不安について
　電話教育相談 教育研究所　
　3５２４-１１１１　内線３８３
●ひとりで悩まないで相談しませんか
　子どもスマイルネット（県）　
　3０４８-８２２-７００７
●非行・家庭内暴力・犯罪・いじめ など
　毎週火・金曜日　9：00～16：00
　北部少年サポートセンター 熊谷相談室
　（埼玉県警）　
　3５２４-４０１６

●子育て・青少年に関する悩みごと、児童虐待について
・子どもあんしんダイヤル　
　3５２７-２７００（家庭児童相談室直通）
　　心理カウンセラー（臨床心理士）による相談日
　　11月24日（金）・12月22日（金）
　　9：00～16：00（要予約）
・熊谷児童相談所（県）　3５２１-４１５２
●いま、いじめで悩んでいる君へ
　教育110番　3５２５-７８３０（直通）
●不登校に関する悩みごと
　さくら教室電話相談（月曜日休）3５２３-１５７０（直通）

  

◆男女共同参画推進センター「ハートピア」相談室  3599-0015

男女共同参画推進センター 相談のご案内
　配偶者等からの暴力（ＤV）を中心に、暴力被害に伴う夫
婦間の問題など、男女共同参画社会の実現を阻む要因とな
る問題の悩みをお聞きし、いっしょに考えます。

電話・面接相談

弁護士による相談
（要予約）
臨床心理士による相談
（要予約）
保健師による相談
（要予約）

  9：00～17：15

13：30～15：00

  9：00～16：00

13：30～15：30

相　談　名




　　　　　　
相　談　日
　　　　









時　　間

※コミュニティセンターの結婚相談は、11月はお休みです。

　


と
　
き

12
月
１
日︵
金
︶

12
月
８
日︵
金
︶

12
月
11
日︵
月
︶

健
康
相
談

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

相
談
員
　
保
健
師

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

女
性
専
門
健
康
相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
女
性
の
体
は
と
て
も
繊
細
で
す
。

女
性
特
有
の
体
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、

健
康
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
12
月
８
日
︵
金
︶

　
14
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
員
　
保
健
師

※
相
談
内
容
が
も
れ
る
こ
と
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

と
き
　
12
月
14
日
︵
木
︶

　
９
時
45
分
〜
11
時
30
分︵
予
約
制
︶

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
員
　
臨
床
心
理
士
・
保
健
師
等

費
用
　
無
料

※
相
談
内
容
が
も
れ
る
こ
と
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー ●問い合わせ

熊谷保健センター
3526-5737　大里保健センター
30493-39-1115　妻沼保健センター
3588-1516
　　

〒360-0014
箱田1-2-39　　　　　　

〒369-0107
向谷373-1　





〒360-0292
弥藤吾2441-1

母子健康センター
3525-2722　在宅ケアセンター
　　 3526-1256　健康づくり課
　　3528-0601









〒360-0812
大原1-5-36　









　　〒360-0812
大原1-5-36　








〒360-0014
箱田1-2-39
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と
　
こ
　
ろ

上
　
之
　
荘

別
　
府
　
荘

市
役
所
１
階
ホ
ー
ル

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

﹁
子
ど
も
の
言
葉
を
は
ぐ
く
む
﹂

骨
の
健
康
教
室

高
齢
者
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
ご
案
内

11
月
20
日︵
月
︶

　
９
時
〜
11
時

11
月
21
日︵
火
︶

　
９
時
〜
11
時

12
月
６
日︵
水
︶

　
14
時
〜

　
　
15
時
30
分

骨
密
度
測
定
︵
申
込

時
に
日
時
を
決
め
ま

す
。︶




骨
密
度
測
定
結
果
説

明︵
医
師
、栄
養
士
に

よ
る
骨
粗
し
ょ
う
症

予
防
の
講
話
、
カ
ル

シ
ウ
ム
を
多
く
含
む

料
理
の
試
食
︶






と
　
　
き
　
　
　
内
　
　
　
容

２日目　　　　１日目 若
い
と
き
か
ら
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

　﹁
骨
粗
し
ょ
う
症
﹂
と
は
、
骨
が

弱
く
な
っ
て
骨
折
し
や
す
く
な
る

病
気
で
す
。
閉
経
後
の
女
性
の
ほ

か
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
の
人
、
育
児

中
で
忙
し
く
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

ら
れ
な
い
人
な
ど
、
骨
量
を
蓄
え

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
若
い

女
性
に
も
、﹁
骨
粗
し
ょ
う
症
﹂
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
骨
密
度
を
測
定
し
自
分
の
骨
の

状
態
を
知
っ
て
、
骨
粗
し
ょ
う
症

を
予
防
・
改
善
す
る
方
法
に
つ
い

て


学
び
ま
し
ょ
う
。

対
象
　
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
女

　
性
市
民

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
70
人

費
用
　
無
料

対
象
　
２
歳
未
満
の
子
ど
も
を
も

　
つ
保
護
者

と
き
　
12
月
15
日
︵
金
︶

　
10
時
〜
11
時
30
分
ま
で

　
当
日
受
付
９
時
30
分
〜

講
師
　
島
野
晶
子
氏︵
言
語
聴
覚
士
︶

と
こ
ろ
　
妻
沼
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
40
人

申
し
込
み
　
12
月
１
日
︵
金
︶か
ら

　
電
話
で
左
記
へ
。

◆
妻
沼
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
　
電
話
で
左
記
へ
。

※
骨
粗
し
ょ
う
症
加
療
中
の
方
は
、

　
主
治
医
と
相
談
の
上
、
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

　
熊
谷
市
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
罹
患
し
た
場
合
の
肺
炎
併
発
や

重
症
化
を
防
止
す
る
た
め
、
高
齢

者
等
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。
次
の
こ

と
に
ご
留
意
の
う
え
予
防
接
種
を

希
望
す
る
方
は
、
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
の
受
け
方

対
象
者
　
①
接
種
期
間
内
の
接
種

　
日
に
お
い
て
65
歳
以
上
の
市
民

　
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方
　

　
②
接
種
期
間
内
の
接
種
日
に
お

　
い
て
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
心

　
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
の
機
能
ま
た

　
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

　
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害︵
障
害

　
者
手
帳
１
級
程
度
︶を
有
す
る
市

　
民
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方

接
種
期
間
　
10
月
20
日
か
ら
12
月

　
末
︵
各
医
療
機
関
の
診
療
日
末

　
日
︶
ま
で

※
市
外
︵
埼
玉
県
内
︶
で
接
種
す
る

　
方
は
10
月
20
日
か
ら
12
月
25
日

　
︵
月
︶ま
で
と
な
り
ま
す
。

実
施
医
療
機
関
　
市
報
10
月
号
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

方
法
　
個
別
接
種
︵
市
報
10
月
号

　
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
市
内
実
施
医
療
機
関
に
、
直
接

　
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
接
種
当
日
は
健
康
保
険
証
を
ご

　
持
参
く
だ
さ
い
。︶

接
種
料
　
１，
０
０
０
円

※
生
活
保
護
法
の
被
保
護
世
帯
員

　
の
方
は
無
料
で
す
。
該
当
す
る

　
方
は
、
接
種
当
日
に
︵
受
給
証
︶

　
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数
　
︵
毎
年
度
︶
１
回

副
反
応
　
注
射
の
跡
の
発
赤
、
腫

　
れ
、
痛
み
、
全
身
反
応
と
し
て

　
発
熱
、
悪
寒
、
頭
痛
、
倦
怠
感

　
な
ど
の
症
状
が
お
こ
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
が
、
通
常
２
〜
３
日

　
中
に
消
失
し
ま
す
。
ご
く
ま
れ

　
に
接
種
後
数
日
か
ら
２
週
間
以

　
内
に
発
熱
、
頭
痛
、け
い
れ
ん
、

　
運
動
障
害
、
意
識
障
害
、ま
た
、

　
シ
ョ
ッ
ク
や
じ
ん
ま
し
ん
、
呼

　
吸
困
難
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は

　
任
意
接
種
で
す
の
で
、
必
要
性

　
や
副
反
応
に
つ
い
て
よ
く
お
考

　
え
に
な
っ
て
、
接
種
を
受
け
る

　
か
ど
う
か
ご
判
断
く
だ
さ
い
。

◆
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

◆
大
里
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
妻
沼
保
健
セ
ン
タ
ー

り  

か
ん

ほ
っ
せ
き
　
　   

は




●
熊谷保健センターの保健事業　3526-5737　※申し込み制です

※基本健康診査（肺がん検診・大腸がん検診）については、前年度もしくは、前々年度に基本健康診査を受診された方および、４
　月１日現在で40歳の方にご案内しました。通知の届かなかった方で受診を希望される方は、お申し込みください。受診日は後
　日通知します。
　該当地区：榎町・宮本町・伊勢町・見晴町・河原町・宮前町・桜木町・万平町・曙町・久下・太井・東別府・西別府・下増田
　　　　　　別府・村岡・万吉・楊井・平塚新田
※申し込みは、電話またはハガキ（住所・氏名〈ふりがな〉・生年月日・希望する健〈検〉診名を明記）で、熊谷保健センターへ。

※乳幼児健診の該当者には通知します。






事　 　業

基本健康診査

肺がん検診

大腸がん検診

胃がん検診

市民健康診査

歯科健康診査

乳がん検診

子宮がん検診

（頸部）






実

施

日

時

毎週月・火・木曜日
13：00～13：30受付

毎週月・金曜日
8：45～9：15受付

毎週水曜日
8：45～9：15受付

11/８（水）・22（水）、
12/６（水）・20（水）
13：00～13：15受付

毎週金曜日
13：00～13：30受付


※２つの検診が同
　時に受けられま
　す。単独も可。

　　　　　　
対　　象　　者　　等

40歳以上で、職場などでの検診機会のない市民


※肝炎ウイルス(B型・C型)検査（今までに、肝炎
　ウイルス検査を受けたことのない方）
 700円

※前立腺がん検査（50歳以上の男性）


 
900円

40歳以上で、職場などでの検診機会のない市民

市内在住・在勤の方

市民

40歳以上で、平成18年４
月１日現在、偶数年齢の
女性市民（２年に１回検診)

20歳以上で、平成18年４月１日現在、偶数年齢の
女性市民（２年に１回検診)

　　　費　　　用


1,300円

無料
　必要により喀たん

　　　細胞診　

500円




500円





900円


Ａコース　10,670円
Ｂコース　18,260円
Ｃコース　30,180円

無料
　歯の撮影を希望す

　　　る
場合は

200円

視触診およびマンモグラフィ


40歳代　２方向撮影
1,800円
50歳以上１方向撮影
1,000円




600円

かく

けい

ぶ
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●
母子健康センターの保健事業　3525-2722






事　 　業

乳児健診

１歳６か月児健診

３歳児健診







 実

施

日

時

12/５（火）
13：30～14：00受付

12/19（火）
13：30～14：00受付

12/１（金）
13：30～14：00受付

12/15（金）
13：30～14：00受付

12/８（金）
13：30～14：00受付

12/22（金）
13：30～14：00受付

　　　　　　対 　 　 　 象 　 　 　 者 　 　 　 等

旧熊谷市域に住所を有する平成18年７月１日～15日生まれの乳児

旧熊谷市域に住所を有する平成18年７月16日～31日生まれの乳児

旧熊谷市域に住所を有する平成17年５月１日～15日生まれの幼児

旧熊谷市域に住所を有する平成17年５月16日～31日生まれの幼児

旧熊谷市域に住所を有する平成15年６月１日～15日生まれの幼児

旧熊谷市域に住所を有する平成15年６月16日～30日生まれの幼児

助
産
師
の
な
ん
で
も
フ
ァ
ミ
リ

ー
相
談
室 
「
ほ
ん
わ
か
」

対
象
者
　
現
在
妊
娠
中
の
方
、
子

　
育
て
中
の
ご
家
族

※
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

　
ん
も
大
歓
迎

と
き
　
11
月
26
日
︵
日
︶
　
10
時
〜

　
12
時
︵
受
付
９
時
30
分
か
ら
︶


と
こ
ろ
　
妻
沼
中
央
公
民
館
　

　
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
　
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ︵
オ

　
イ
ル
代
５
０
０
円
、
バ
ス
タ
オ

　
ル
持
参
︶


②
助
産
師
を
交
え
た

　
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
　
③
個
別

　
相
談
︵
育
児
相
談
、
思
春
期
相

　
談
、更
年
期
の
こ
と
な
ど
︶

※
①
②
に
つ
い
て
は
時
間
設
定
あ
り

参
加
費
　
１
家
族
１
０
０
円
　
当

　
日
受
付
︵
予
約
不
要
︶

◆
熊
谷
助
産
師
会

　
3
０
９
０-

３
４
３
７-

８
４
３
４

　
︵
月
〜
金


９
時
〜
17
時
︶

　　　　　　　　　　　長い間、胃の中に細菌はいないと
　　　　　　　　　　考えられていました。食べ物を消化
　　　　　　　　　　する胃酸（ペプシン）が分泌されて
　　　　　　　　　　いて強酸性となるため、胃には細菌
は生存できないと昔の消化器病の大家が言い、ずっとそう
信じられてきました。
　しかし、1982年オーストラリアの田舎の医者が５月の復
活祭の休暇（５日間）に、捨てるはずの細菌の培地を捨てず
に、たまたま保存しておいたことから、世紀の大発見、ヘ
リコバクタ・ピロリ（ピロリ菌）が発見されたのです。
　ピロリ菌を発見したこのオーストラリアの医師 Warren
（ウォーレン)とMarshall（マーシャル）は、昨年ノーベル
賞を受賞しています。それほど、このピロリ菌の発見は衝
撃的なことだったのです。
　ピロリ菌の発見は、胃潰瘍、十二指腸潰瘍の治療に大き
な変化をもたらしました。
　それまでは、潰瘍は胃酸によって引き起こされると考え
られていました。ところが良く調べてみると潰瘍のある患
者の胃にはほとんどピロリ菌がいて、かつピロリ菌を殺し
てしまう（除菌）と潰瘍はほとんど再発しないのです。胃・
十二指腸潰瘍の原因の大部分は、このピロリ菌だったので

　　　　

　　　対　　　象　　　者　　　等

平成18年２月・３月生まれの第１子を持つ母親を対象に
離乳食や歯の話、絵本の読み聞かせ等
（11/27〈月〉から電話で申し込み、先着15組）

平成16年７月・８月生まれの幼児と保護者
（11/13〈月〉から電話で申し込み、先着15組）

乳幼児を対象にロビーをあそび場として開放します。

母子愛育班による乳幼児対象のあそびの会です。

こころの病気や療養について相談を希望する方（要予約）

「筋力がおちた」「よくつまずく」と感じている方

※転倒を予防するための体操教室です。

　　

実　

施　

日　

時

12/19㈫　９：30受付

12/５㈫　９：45受付

12/１㈮・４㈪・11㈪・18㈪
９：00～17：00

12/４㈪
10：30～11：30

12/５㈫　10：00～11：30

11/８㈬　老人憩の家めぬま荘


　17㈮　武道館


　24㈮　妻沼保健センター
10：00～11：30

　



事　　




業

いきいきママの
　　　子育て教室

親子歯みがき教室

なかよしひろば開放日

なかよくあそぼう会

こころの相談

若返り体操教室

●
妻沼保健センターの保健事業　3588-1516

●
夜
間
急
患
診
療（
毎
日
）
　
内
科
・
小
児
科
　
3
5
2
5
ー

2
7
2
0
　
受
付
時
間
19
時
〜
21
時
30
分
・
診
療
時
間
19
時
30
分
〜
22
時

23  市報くまがや  平成18年（2006）11月

ピロリ菌って本当に
殺さなくっちゃ
ダメなの？

◎内科・小児科  3525－2720   受付時間  19：00～21：30
　　　　　　　　　　　　　　　    診療時間  19：30～22：00

■熊谷市休日・夜間急患診療所

 夜 間 診 療
（診療日毎日）

◎歯科　3525－2721 
  受付時間   9：00～11：00
  診療時間   9：00～12：00

 ◎内科・小児科　3525－2720 
  受付時間  9：00～11：00   診療時間  9：00～12：00
　　　　  13：00～15：00　　　　　  13：00～16：00

休日診療 診療日　11/3・5・12・19・23・26　12/3・10・17・23・24・30・31

（所在地：大原1-5-36） 至太田

熊谷高校

交番

熊谷気象台

北大通り

熊谷保健センター熊谷保健センター熊谷保健センター

（母子健康センターに併設）（母子健康センターに併設）

熊谷市熊谷市
休日休日・夜間急患診療所夜間急患診療所

（母子健康センターに併設）

熊谷市
休日・夜間急患診療所


●
大里保健センターの保健事業　30493-39-1115

　





事　　




業


わくわくひろば開放日


健康相談


サロン
（心に病をもった人の集い）

　　　　

　　　対　　　象　　　者　　　等

乳幼児を対象にロビーをあそび場として開放します。

市民（内容：血圧測定・尿検査等）

メンバー制（申し込み可）

　　

実　

施　

日　

時

11/７㈫・14㈫・21㈫・28㈫
12/５㈫・12㈫
10：00～12：00

11/15㈬・12/６㈬
10：00～11：00

11/27㈪

す。そこで、日本でも2000年11月にピロリ菌の除菌が認め
られました（保険適応）。ただし、胃・十二指腸潰瘍の患者
にだけ認められたのです。
　日本には、ピロリ菌を持っている人が約6000万人（２人
に１人）います。年をとっている人ほど、ピロリ菌を持っ
ている人は多くなります。しかし、潰瘍で困っている人は
100万人程度です。
　ほとんどの人がピロリ菌を持っていても特に症状はない
のです。ピロリ菌を持っている人をすべて治療（除菌）し
ていたら、莫大な費用がかかり健康保険は破綻してしまい
ます。
　ピロリ菌を持っているか、いないかを調べるのも本当は
潰瘍を持っている人にだけ許されているのです（保険適応）。
頻繁にマスコミや週刊誌にピロリ菌の話題が取り上げられ、
人間ドック等でもピロリ菌の検査を行う施設も出てきてお
り（すべて自費です）、ピロリ菌という言葉はますます身
近になってきています。
　しかし、現時点では、ピロリ菌を持っていても症状がな
い人は、ピロリ菌を殺す必要はなく、潰瘍を持っている人
のみ保険が適応になり、除菌治療ができるのです。ただし、
ピロリ菌は胃炎、胃がんにも影響があることもわかってき
ています。
　将来的には、すべてのピロリ菌を持っている人に保険が
適応になり、自由に治療できるようになることが理想です。
　　　　　　　　　　　　　　熊谷市医師会　内田信之

い かいよう

い  なか

ばくだい は  たん

じゅうにしちょうかいよう

※12月30日（土）も休日診療を行います。
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文化施設文化施設

情報
Information

情報
熊谷中央公民館

  3523-0895・ͅ523-0896
  〒３６０-００４７　仲町１９
［講座等の申込方法］
  電話またはハガキで熊谷中央公民館へ。
  応募者多数の場合は抽選となります。

妻沼中央公民館


3588-2044・ͅ588-5416


〒３６０-０２０２　妻沼東１-１
［利用時間］8：30～21：00　
［11月の休館日］ 30日（木）

　 アートフラワー入門教室 

　色彩をほどこし、自分だけのお
花を作りませんか。
対象　市内に在住または在勤の方

時間　9：30～11：30
ところ　３の２・３室
定員　２０人
費用　５回で３,５００円（材料代）
申込期限　１１月２０日（月）

　　 第８回 市民囲碁大会 

対象　市内在住または在勤の方
とき　12月23日（土・祝） 
　受付　8：30～ 
ところ　大ホール
定員　先着１５０人 
参加費　１,５００円（昼食代を含む） 
組分け　級位者、有段者、高段者
　および本因坊戦
申し込み　１２月８日（金）までに参
　加費を添えて熊谷中央公民館へ。
◆日本棋院熊谷支部（新井）
　3５２１-３５５２

     第５回 子ども囲碁大会 

対象　小・中学生
とき　12月16日（土） 9：30～

11/24（金）

12/ 1（金）

       8（金）

      15（金）
      22（金）

ベルローズ・ぶどうの染色

ベルローズの仕上げ
ぶどうの仕上げ

イチゴの染色
イチゴの仕上げ

松岡久子氏
 飯田美雪
 アートフラワー

と　き　　  内　　  容　　　講　   師

ところ　２の１・２・３室
定員　先着５０人
参加費　７００円（参加賞等） 
申し込み　１２月８日（金）までに参
　加費を添えて熊谷中央公民館へ。
◆日本棋院熊谷支部（新井）
　3５２１-３５５２

　　  英語に親しむ講座

対象　市内に在住または在勤の方
とき　平成19年1月17日～3月7日
　 毎週水曜日（全８回）
　 9：30～11：30
ところ　障害福祉会館 １階会議室
定員　４０人
内容　●NEWSBREAKS  for  STANDARD
　English  Learners  ２００６（時事問題の教本）
　●英語で書かれた小説、 随筆、 論文な
　どの一部を講師が選び準備したもの
講師　山口堯氏（前山村国際高等学校長）
費用　７００円（教材費・資料代等）
申込期限　１２月1日（金）

   年越しそば打ち体験講習会

対象　市内に在住または在勤の方
とき　12月27日（水）
　１回目    9：00～12：00
　２回目  13：00～15：00
ところ　料理教室
定員　午前、午後とも各１５人
講師　熊谷そば打ち愛好会役員および指南役
参加費　４００円（材料代等）
申込期限　１１月２４日（金）

       展示ホールのご案内

11/5（日）まで

      7（火）～12（日）

    14（火）～19（日）

    21（火）～26（日）

    28（火）～12/3（日）

かえる会・絵画展

熊谷市文化祭・書道展

いきがい大学２８期生書道部

熊谷山草会

草木染・紅花

と　      き　　       内容・団体名

　　　 土曜映画鑑賞会

時間　14：00～
ところ　実習室
費用　無料
映写　ボランティア団体 一六会

　

小学校中学年

中学生

坊ちゃん
心をむすぶ
愛のハーネス

と   き        題　  名         対　  象

12/9（土）

    第１回熊谷市妻沼文化祭

生涯学習作品展示【全館内】
とき　11月3日（金・祝）～5日（日）
　9：00～17：00　 
内容　彫刻、手工芸、陶芸、盆栽、
　生花、俳句、短歌 ほか 
催し・発表会【大ホール】
◇音楽祭
とき　11月3日（金・祝）  開演9：30 
◇芸能発表のつどい
とき　11月4日（土）  開演9：30 
◇カラオケ発表会
とき　11月5日（日）  開演9：00

  わくわくキッズランド（後期）
            参加児童募集

対象　小学生  ※料理は４年生以上

とき　11月25日（土）から毎週土
　曜日（全５回） 10：00～12：00 
申し込み　１１月７日（火）から費用
　を添えて妻沼中央公民館へ。

    こどもムービーシアター

とき　11月25日（土）10：00～ 
ところ　大ホール
内容　劇場アニメ「エルマーの冒険」
　世界中で読まれている名作童話です。
費用　無料

              絵手紙教室

とき　12月2日（土）
　13：30～15：30
定員　先着２０人
内容　クリスマスカード、年賀状
　はがきを作成します。
費用　５００円
申し込み　１１月１３日（月）～２７日
　（月）に費用を添えて妻沼中央公
　民館へ。

押花

陶芸

料理

先着20人

先着20人

先着18人 

1,500円 

700円 

2,500円 

コース名　　定　　員　　　参  加  費

（             ）
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 　　　　体験学習会
  版画でＭＹカレンダーをつくってみよう！

とき　11月7日（火）・14日（火）・
　21日（火）・28日（火） 
　13：30～16：00
ところ　第一講座室（４階）
定員　先着３０人 
指導者　清水信二氏（画家） 
内容　版画で来年のＭＹカレンダー
　を作り１２月１２日（火）～１８日（月）に
　ＡＺ市民ギャラリーで展示します。
教材費　２,０００円 
申し込み　電話で下記へ。
◆美術、郷土係

 熊谷次郎直実に関する講演会

 「直実・蓮生を学ぶ会」では、熊谷
次郎直実（法力房蓮生法師）とその
時代に関する講演会を開催します。
とき　12月2日（土）10：00～12：00
ところ　第一講座室（４階） 
内容　蓮生その後　
講師　林 譲氏 
  （東京大学史料編纂所 教授）
教材費　１,０００円 
申し込み　当日、会場で受付
◆美術、郷土係

　熊谷の５つの歴史と美術展

とき　開催中
ところ　郷土資料展示室（３階）
内容　旧熊谷の古代・中世・近世
　・近代・現代の５つの時代の特
　徴的な歴史的資料を常設展示し
　ています。そして小説家・森村
　誠一コーナーでは森村作品の中
　の歴史小説や時代物小説と新刊
　本を中心に展示しています。
　　また、ミニ企画展コーナーで
　は、「森田恒友とゆかりの画家展」
　を開催（１２/２７〈水〉まで）してい
　ます。
◆美術、郷土係

れんせい

さん




3525-4551・ͅ525-4552
  〒３６０-００３６　桜木町２-３３-２　
 ［11月の休館日］毎週月曜日、第2金曜日、
　　24日（金）
 ［12月の休館日］毎週月曜日、第1金曜日、
　　28日（木）～31日（日）

 熊谷図書館

妻沼展示館


3588-2044


〒３６０-０２０２　妻沼東1-1
［開館時間］9：00～16：30　
［11月の休館日］毎週月曜日、祝日 

　第１回 熊谷市妻沼文化祭
　　　生涯学習作品展示

とき　11月3日（金・祝）～5日（日）　 
ところ　全館内
内容　絵画、写真、書道 ほか

 第２０回 墨友会 水墨画作品展

とき　11月12日（日）～19日（日）        
ところ　大・小展示室
内容　墨友会会員の作品を展示

市民ギャラリー
（ＡＺ熊谷６階）

3525-4553（文化会館）
〒３６０-００３７　筑波２-１１５

 図 書 館
  http://www.kumagayalib.jp/
［携帯対応］ 
  http://www.kumagayalib.jp/mobile/　

    初級デジタルカメラ講座

とき　12月4日（月）・7日（木）・
　11日（月）・14日（木）（全４回）　
　19：00～20：30
定員　先着１０人
内容　初級者を対象に基本操作か
　らハガキ作成まで。
費用　１,０００円 
申し込み　１１月１３日（月）から費用
　を添えて妻沼中央公民館へ。

■熊谷水彩クラブ作品展
とき　11月 1日（水）～ 5日（日） 

■油彩画クラブ展示会
とき　11月10日（金）～14日（火） 

■熊谷書人連盟書作展
とき　11月18日（土）～23日（木・祝） 

■山の写真展
とき　11月25日（土）・26日（日） 

■図書館写真クラブ作品発表会
とき　11月28日（火）～12月3日（日）

「埋もれていた郷土の絵師たちⅢ」展
  樋口春翠・荻原春山・福島春眠

とき　12月3日（日）まで 
ところ　美術展示室（３階） 
内容  「埋もれていた郷土の絵師
　たち」の第３弾として、上中条・
　妻沼・三ケ尻にゆかりのある３
　人の絵師について、その作品と
　画業を紹介します。
　　掛軸をはじめ、観音寺（上中条）
　の春翠・春山の絵馬、正福寺（深谷
　市瀬山）の春眠の板戸に描かれた
　作品などを展示します。郷土の
　絵師の素晴らしい作品をぜひご
　覧ください。　
◆美術、郷土係

 　　書籍頒布のお知らせ

　熊谷ゆかりの郷土図書資料とし
て、次の３冊を編集発行しました。
　有償頒布していますので、ご希
望の方はお求めください。
①『熊谷次郎直実・法力房蓮生法
 　師の研究』
　Ａ４判・５５０ページ・１，０００円
②『熊谷の合併の変遷』
　Ａ４判・４３０ページ・１，０００円
③『浮世絵・熊谷次郎直実』
　Ａ４判・１５０ページ・カラー・５００円
頒布場所　図書館展示室（３階）およ
　び市内各書店（花鳥、神田、杉浦、
　藤村、松本、須原屋〈八木橋〉）
◆美術、郷土係

 古文書調査についてのお願い

　市史を編さんする準備として、
熊谷市に関する古文書（主に、江
戸時代の文書類など）を所有して
いる方のご協力をいただき、調査
を行っています。
　つきましては、古文書をお持ち
の方は、図書館市史編さん室まで
お電話でお知らせください。調査
員が訪問して、実地調査をさせて
いただきます。
　なお、調査させていただきまし
た古文書につきましては、貴家の
目録を作成し、差し上げます。
◆市史編さん室

しゅんすい　　　　　　　 しゅんざん　　　　　　　 しゅんみん
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プラネタリウム館


3525-4554


〒３６０-００３６　桜木町２-３３-２
［11・12月の休館日］毎週月曜日、11月
　　10日（金）・24日（金）、12月1日（金）、
　　年末休館（12月28日〈木〉～）
  ［入館料］ 大人１００円・子ども ５０円

 大里図書館


30493-36-1126・ͅ0493-39-0066


〒３６９-０１０１　津田１-１
［11月の休館日］毎週月曜日、第2金曜日、
　　7日（火）、24日（金）
［12月の休館日］毎週月曜日、第1金曜日、
　　26日（火）、28日（木）～31日（日）

 3588-6878・ͅ588-6054
 〒３６０-０２０２　妻沼東１-１
［11月の休館日］  毎週月曜日、23日
　（木・祝）、30日（木）
［12月の休館日］  毎週月曜日、23日
　（土・祝）、28日（木）～31日（日）

 妻沼図書館

  プラネタリウムの一般投影

「星空に、モーツァルト！全３楽章」
投影期間　12月24日（日）まで

　　　 おはなし天文館

とき　毎週日曜日　10：30～
※星座解説と神話・伝説２話で構成
　された親子で楽しめる番組です。

　　　   星空の散歩道
  ～ミューズの世界へようこそ～
     　 「秋の星座と音楽」

とき　11月25日（土）  17：45～
定員　先着１００人

　　　　 天体観察会

とき　11月11日（土）
　18：30～（２時間）
観察対象 「天王星、海王星、Ｍ１５、
　M３１」

とき　11月25日（土）
　18：00～（２時間）
観察対象　「月（月齢５）、天王星、
　海王星、Ｍ３１、Ｍ４５」
※どなたでも自由に参加できます
　が、天気の悪いときは中止にな
　ります。

午　  後  午　前
団体利用

団体利用

10：30

15：30

曜日

火～金

土

日

団体利用

13：30

13：30

神童モーツァルト

  ちいさいこの おはなしかい

対象　主に就園前の幼児とその保護者
とき　11月17日（金）・12月15日（金）
　０・１歳  11：00～11：20
　２歳以上  11：30～11：50
ところ　視聴覚室
内容　手あそび・わらべうた・絵
　本・紙芝居など
◆サービス係

　　　　 おはなし会 

対象　４歳以上の１人でおはなし
　が聞ける子
とき　11月11日（土）・25日（土）
   14：30～（約３０分間） 
ところ  視聴覚室
◆サービス係

　　 小学生のおはなし会

対象　小学生（大人は入場できません）
とき　11月4日（土）・12月2日（土）
　 14：30～（約３０分間） 
ところ　視聴覚室
◆サービス係

             映　画　会

とき　11月19日（日） 14：00～    
内容　「キキとララのヘンゼルとグ
　レーテル」（３０分）  ほか１本
ところ　視聴覚室
◆サービス係

10：00～11：00

13：30～14：30 

15：00～16：00

10：00～11：00

13：30～14：30

15：00～16：00

10：00～11：00

13：30～14：30

15：00～16：00

10：00～11：00

13：30～14：30

10：00～11：00

13：30～14：30

15：10～16：00

10：00～11：00 

13：30～14：30

15：00～16：00

Ａ
コ
ー
ス    

Ｂ
コ
ー
ス    

Ｃ
コ
ー
ス    

Ｄ
コ
ー
ス  

Ｅ
コ
ー
ス   

Ｆ
コ
ー
ス
　
　

ステーション　   時　　間　　巡回日　
籠原小学校

別府第３公園

別府小学校

玉井小学校

県営玉井団地

大幡小学校

星宮小学校
土地区画整理
西部事務所

大麻生小学校

吉岡小学校

奈良小学校

佐谷田小学校 

中条小学校

久下第３公園

久下小学校

新堀小学校

三尻小学校

11/ 7（火）
12/ 5（火）
    19（火）

11/ 8（水）
12/ 6（水）
    20（水）

11/ 9（木）
12/ 7（木）
    21（木）

11/14（火）
12/12（火）

11/ 1（水）
        15（水）
12/13（水）

11/ 2（木）
        16（木）
12/14（木）

  　さくら号（移動図書館）
  　　１１・１２月の巡回日程

　　　    おはなし会

対象　４歳以上の１人でおはなし
　が聞ける子
とき　11月18日（土）
　14：00～14：30
ところ　研修室（大里生涯学習センター）

　　　子どもシアター

対象　幼児～一般
とき　11月25日（土） 
　10：30～11：45
内容　「ハローキティの不思議の国の
　アリス」「たあ坊の竜宮星大探検」
ところ　文化ホール（大里生涯学習センター）

　　　　 おはなし会

対象　０～６歳程度
とき　毎週木曜日
　15：30～16：00
ところ　おはなし室

　　 小学生のおはなし会

対象　小学生
とき　11月11日（土）、12月2日（土）、　
　14：00～14：30
ところ　おはなし室

 　  めぬま号（移動図書館）
 　       １１月の巡回日程

小島小学校 

男沼小学校 

太田小学校 

秦 小 学 校  

13：00～14：00

14：30～15：50

14：30～15：50

13：00～14：00

ステーション  　　時　　   間      巡回日

11/1（水）

      8（水）

    15（水）

    22（水）
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埼玉県熊谷会館
3523-2535
〒３６０-００３１　末広３-９-２

   熊谷会館チケット取扱い 
 〇熊谷会館・八木橋百貨店 ほか

 劇団飛行船マスクプレイミュージカル 
 「アラジンと魔法のランプ」

とき　11月26日（日）13：30開演　　
料金　全席指定　Ｓ席２,５００円 
　Ａ席２,０００円 Ｂ席１,５００円 
　※当日券は５００円増し

　※３歳以上有料、大人・子ども
　　同一料金 

　  さくらめいとチケット取扱い
〇さくらめいとチケットセンター　
　3５３２-９０９０（１０：００～１７：１５・火曜日休）
〇チケットぴあ全店　3０５７０-０２-９９９９
 （さくらめいとチケットカウンター・八木
　橋百貨店・熊谷ニットーモール・熊谷
　ＳＡＴＹ ほか）
〇ファミリーマート･サークルＫ・サンクス
 （予約後の引換え・Ｐコードによる直接購入）
〇一部公演では、プレイガイド（八木橋百貨店・
　宮脇書店行田店・新星堂深谷店）でもチケッ
　トを購入できます。
※チケット売切れの際はご了承ください。
※未就学のお子さんのご入場はできません
  （一部の公演を除く）。
　館内託児サービス（有料・要予約）は、こと
　ぶきキッズルームへ。
　3５３２-２９１６（月～金曜日１０：００～１６：００）
　 ５ͅ３２-２８９５（随時）
   ０～１歳：２，０００円　２～１２歳：１，０００円
※臨時無料バス「さくらめいと号」をご利用
　ください。太陽のホールでの自主事業公演
　前後に運行（籠原駅南口←→さくらめいと）
　します。（一部の公演を除く）

うた

平成19年1/13（土）

　　　　  1/14（日）

18：00

14：00

   と　　   き　　　       開演時間

熊谷文化創造館さくらめいと
3532-0002・ͅ532-0022
〒３６０-０８４６　拾六間１１１-１

　 市民手作りの第九演奏会
                            Ｐコード＜２４０-２０６＞

とき　11月12日（日）
　13：20開場　14：00開演
指揮　国分誠
曲目　交声曲「直実」第二章（源平
　の章）、ベートーヴェン「第九」
料金　全席自由  前売券２，５００円、 
　高校生以下２，０００円（当日券は２００円増）
※チケットは、さくらめいとほか
　で取扱っています。

 埼玉交響楽団第５７回定期演奏会
                             Ｐコード＜２３９-８３７＞

とき　12月17日（日）14：00開演
指揮　久住純信
曲目　ベートーヴェン/交響曲第３番
   「英雄」 ほか 
料金　全席自由　前売券１，０００円、
　当日券１，３００円、障害のある方は
　７００円（当日券のみ）
※４歳から入場できます。

 クリスマス・ファミリーコンサート
「音楽のおくりもの」わいわいコンサート
                            Ｐコード＜２３５-９４３＞

とき　12月23日（土・祝）　
　11：00開演
出演　アンサンブル・ディヴェルターズ
曲目　クリスマス・メドレー、と
　なりのトトロ ほか

 劇団Ｑ幸せミュージカル第２弾

   「ママがあなたに贈る詞」
                             Ｐコード＜３７２-０９３＞

料金　全席自由　前売券１，５００円、
　当日券１，８００円
※４歳から入場できます。

　　　春風亭小朝独演会
                             Ｐコード＜３７２-０９４＞

とき　平成19年1月21日（日）　
　14：00開演
料金　全席指定　　
　Ｓ席３，０００円、Ａ席２，５００円

料金　全席指定　
　大人（中学生以上）１，０００円、
　子ども（３歳以上）５００円
  （２歳以下でも席を必要とする場合は有料）

※入場にあたり年齢制限はありません。

◆自主企画上演を募集 　さくらめいとでは、創造する皆さんのあついチ
ャレンジを応援します。音楽や演劇、舞踊などさ
くらめいとでの上演企画をご提案ください。詳し
くはさくらめいとまでお問い合わせください。

応募締め切り １１月３０日（木）
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Photo New
s

第17回  太田松茸道中　    10月１日●　

　江戸時代に行われたといわれる「献上松茸道
中」にちなんで、当時の衣装を身にまとった一
行が、太田市の大光院から妻沼聖天山まで松茸
を運びました。

熊谷市戦没者・戦災死没者追悼式  10月13日●　

　先の大戦で犠牲になられた方々の慰霊と、世界の恒久
平和を願うための追悼式が、熊谷会館にて挙行されました。

●10月８日　

　  姥女樫の会による妻
　 沼行政センターの植
　 木刈り込み奉仕作業
　　　姥女樫の会（飛田之男会長）
　　の会員が、早朝より集まり、
　　妻沼行政センター玄関前や敷
　　地にある植木等の、刈り込み
　　奉仕作業を行いました。



















９月25日●　

  手作り炭酸ま
  んじゅう教室
　　農業活性化センタ
　ー「アグリメイト」で、
　地粉を使った手作り
　まんじゅう教室が開
　かれました。

●10月７日～９日　

　 健康スポーツセンター
　 イベント
　　　体育の日を中心に、健康
　　相談や青空ウォーキングな
　　どの健康イベントが開催さ
　　れ、たくさんの人々でにぎ
　　わいました。

●10月12日～16日　

　 妻沼聖天山歓喜院聖天堂彫刻彩色展
　　　国指定重要文化財「歓喜院聖天堂」の、保存修理作業
　　や工程などを中心に写真パネルで紹介する展示会が、
　　八木橋百貨店のカトレアホールで開催されました。

●９月23日　男性セミナー
　　　経済産業研究所総務副ディレクターの山田正人氏によ
　　る「育休中の男性の子育て」をテーマにした講演会が、男
　　女共同参画推進センター「ハートピア」で行われました。

フットバスの利用体験

うば    め    がし 

まつ  たけ 

●９月29日

　 なくそう迷惑喫煙キャンペーン
　　　10月１日施行の「路上喫煙マナー条例」の啓発・周
　　知活動の一環として、富岡市長らが、熊谷駅・籠原駅
　　利用者に啓発パンフレットなどを手渡しました。
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 《応募方法》ハガキまたはＥメール
  に、クイズの答え・住所・氏名・年
  齢・電話番号・今月のテーマについ
  てのコメントを記入の上、11月22日（水）
  までにご応募ください（１人につき１通）。
（Ｅメールアドレス）
　kohokocho@city.kumagaya.lg.jp

《
今
月
の
景
品
》

　
中
家
堂
ご
提
供
の
「
大
軍
配
３
袋
、

小
軍
配
２
袋
の
セ
ッ
ト
」を
、正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
30
人
に
差
し
上
げ

ま
す
。
当
選

者
に
は
、
引

換
券
を
お
送

り
し
ま
す
の

で
、
お
店
で

景
品
と
お
引

き
換
え
く
だ

さ
い
。 市

報
ク
イ
ズ

●●●●●●●読 ん で 当 て よ う

今月のテーマ「熊谷の冬を楽しむ」についていただいたコメントは、市報や市ホームペー
ジで紹介させていただく場合があります。

くまがや

《
今
月
号
の
問
題
》

①
来
年
の
成
人
式
は
、
市
内
の
ど

　
こ
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
ょ

　
う
？

　（
ア
）熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く
ら

　
　
　
め
い
と

　（
イ
）彩
の
国
く
ま
が
や
ド
ー
ム

　
　
　
体
育
館

　（
ウ
）埼
玉
県
熊
谷
会
館 

②
熊
谷
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
し

　
て
い
る
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
の
都
市
は
ど
こ
で
し
ょ
う
？

　（
ア
）ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

　（
イ
）オ
ー
ク
ラ
ン
ド

　（
ウ
）イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル

　　　　　　　　　　

10月４日●

台湾の国立羅東商業高校
の生徒が市長表敬　
　県立妻沼高等学校の視察および交
流のために熊谷を訪れた、台湾の国
立羅東商業高校の生徒32人と教諭３
人が、妻沼高校の高木校長とともに
富岡市長を表敬訪問しました。

●９月15日　

   「秋の全国交通安全運動」
　　　　　　　　　 出発式
   　   商工会館で出発式が行われた
      後、白バイを先頭にした交通パ
      トロール隊が、市役所前を出発
      しました。

●９月25日　

　 ジェームスハーゲスト
    カレッジ市長表敬
　  　 ニュージーランドにある姉
　   妹都市インバーカーギル市の、
　   ジェームスハーゲストカレッ
　   ジの生徒や関係者が、富岡市
　   長を表敬訪問しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









●９月15日　

「朝食応援大作戦」レシピ集贈呈式
  　「熊谷の子どもたちを朝食で元気にする会」
  が作成し、市内の小・中学生のいる家庭に無
  償配布された朝食レシピ集の贈呈式が、市長
  室において行われました。

「熊谷の冬を楽しむ」

●９月15日

　 パシフィック・
　 リム記念写真撮
　 影500組目
　　   中村和之さん磨理さ
　   ん夫妻が、パシフィッ
　   ク・リム結婚記念写真
　　   500組目になり、富岡市
　   長より花束と記念品が
　   贈られました。 記念品を手渡す富岡市長と中村さんご夫妻

ろーとん

熊谷駅でパンフレットを手渡す富岡市長
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くまがや東西南北＜見る/聞く/歩く＞

くまがくまが
　　や　　や東
西
東
西
南北南北

見る見る
聞く聞く
歩く歩く

くまが
　　や東
西
南北

見る
聞く
歩く

ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
っ
て
ど
ん
な
魚
？

　
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
は
大
き
さ
が
３
・
５
〜
６
㎝

の
小
さ
な
魚
で
、
背
び
れ
・
腹
び
れ
・
尻
び

れ
に
ト
ゲ
を
持
つ
﹁
ト
ゲ
ウ
オ
﹂
の
仲
間
で

敵
か
ら
身
を
守
る
と
き
な
ど
に
ト
ゲ
を
出
し

ま
す
。
こ
の
ト
ゲ
ウ
オ
の
仲
間
は
、
水
草
を

集
め
て
小
鳥
の
よ
う
な
巣
を
作
っ
て
卵
を
産

み
ま
す
。
産
み
付
け
ら
れ
た
卵
は
オ
ス
が
守

り
、
稚
魚
が
巣
立
つ
ま
で
外
敵
か
ら
守
り
ま

す
。
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
の
寿
命
は
お
よ
そ
１
年

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。


熊
谷
を
流
れ
る
清
流
「
元
荒
川
」

　
文
化
財
指
定
区
域
﹁
元
荒
川
ム
サ
シ
ト
ミ

ヨ
生
息
地
﹂
は
、
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
保
護
セ
ン

タ
ー
か
ら
下
流
へ
約
４
０
０
ⅿ
ま
で
の
区
間

で
、
周
辺
の
家
庭
か
ら
生
活
排
水
が
流
れ
込

ま
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
、
清
流
を
保
っ
て
い

ま
す
。

　
元
荒
川
上
流
部
は
、
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
の
巣

の
素
材
や
隠
れ
場
所
に
な
る
コ
カ
ナ
ダ
モ
が

群
生
し
、
中
流
域
か
ら
下
流
域
に
は
レ
ッ
ド

デ
ー
タ

ブ
ッ
ク

︵
環
境

庁
編
︶

準
絶
滅

危
惧
種

で
あ
る

ミ
ク
リ

が
多
く

見
ら
れ

ま
す
。

　ムサシトミヨ保護センターに「熊谷市ム
サシトミヨをまもる会」の人たちが集って
います。ムサシトミヨの詳しいお話を聞く
ことができます。
とき　毎月第１・第３日曜日　9:00～10:00
ところ　ムサシトミヨ保護センター
　　　　3521-7185　久下2148-1
◆社会教育課　3内線394 

現
在
の
生
息
数
と
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
の
保
護

　
平
成
18
年
１
・
２
月
に
行
っ
た
調
査
の
結
果
か
ら

１
５，
７
０
０
匹
く
ら
い
の
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
が
棲
ん
で

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
の
保
護
と
生
息
数
を
増
や
す
た
め

に
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
保
護
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
﹁
熊
谷

市
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
を
ま
も
る
会
﹂
が
活
動
し
、
県


環

境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
繁
殖
・
研
究
が
行
わ

れ
て
い
る
他
、
佐
谷
田
小
学
校
・
久
下
小
学
校
・
熊

谷
東
中
学
校
で
増
殖
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
が
棲
め
る
環
境
を
守

り
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ムサシトミヨに会いにいこう

【和名】ムサシトミヨ
【学名】Pungitius sp.
【英名】Stickleback
【形態】全長35mm～60mmで、背
びれに８～９本、腹びれに１対、
尾びれに１本の棘条とよばれる
トゲを持ち、体色は暗緑色で、
体側に薄黒い斑紋がある。

data

世界で熊で熊谷市だけに棲む棲む ムサシトミヨを知っていますか。か。世界で熊谷市だけに棲む ムサシトミヨを知っていますか。
　埼玉県の天然記念物に指定され、県の魚としても知られるムサシトミヨは久下地区を流れる元荒川の源流に生息していま
す。かつては県内に広く分布していましたが、生息環境の変化により今では、熊谷市に生息するのみとなってしまいました。

　外敵から巣を守り、胸びれ

で卵に新鮮な水を送り込む。

　稚魚は１㎝程に成長すると

巣離れし、活発に餌をとる。

　ふ化後６～７か月で成魚に

なり、巣作りを始める。

　オスが作った巣に１月～９

月頃メスをさそい、産卵する。

ムサシトミヨの一生

プンギティウス

スティックルバック

きょくじょう

熊谷駅
JR上越・北陸新幹線

JR高崎線

秩父鉄道
文化センター

市民体育館

桜木小学校

荒　川

大雷神社

ムサシトミヨ生息地ムサシトミヨ生息地ムサシトミヨ生息地

ムサシトミヨ保護センタームサシトミヨ保護センタームサシトミヨ保護センター

万平公園

写真提供＝県
環境科学国際センター

ムサシトミヨ保護センターのビオ
トープ（生物の生息空間）

平成17年越夏調査（佐谷田小学校）

❹　　　　　　　　　　　　　❹　　　　　　　　　　　　　❸　　　　　　　　　　　　　❸　　　　　　　　　　　　　❷　　　　　　　　　　　　　❷　　　　　　　　　　　　　❶❹　　　　　　　　　　　　　❸　　　　　　　　　　　　　❷　　　　　　　　　　　　　❶

すす

えさ

熊谷市

江南町
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町
域
は
東
西
約
５.

８
㎞
、
南
北

約
５.

６
㎞
、
総
面
積
は
22.

85
㎢
あ

り
、
北
部
の
御
正
地
域
は
荒
川


南

岸
の
沖
積
地
帯
で
水
田
が
多
く
、

南
部
の
小
原
地
域
は
洪
積
台
地
上

に
あ
っ
て
、
中
央
部
は
台
地
が
広

が
り
、
畑
や
平
地
林
に
お
お
わ
れ

る
な
ど
、
荒
川
の
古
い
河
岸
段
丘

に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
南
北
対
照

的
な
地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
30
年
、
町
村
合
併
促
進
法

の
施
行
に
よ
り
、
御
正
村
と
小
原

村
が
合
併
し
、
江
南
村
が
誕
生
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
そ
れ

ま
で
稲
作
と
養
蚕
が
主
な
産
業
で

あ
っ
た
純
農
村
地
帯
に
、
新
し
い

ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
基
盤
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
交
通
体
系
の
整
備
を
は
じ
め
、

学
校
施
設
の
充
実
や
上
水
道
の
整

備
な
ど
生
活
基
盤
の
整
備
を
進
め

る
一
方
、
工
場
の
誘
致
や
宅
地
の

造
成
、
県
施
設
の
受
入
れ
も
積
極

的
に
行
い
、
都
市
的
形
態
の
ま
ち

へ
と
変
貌
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
昭
和
60
年
11
月
１
日
、
町
制

を
施
行
し
、
埼
玉
県
下
41
番
目
の

町
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
３
年
に
は
、
交

通
の
要
と
な
る
押
切
橋
が
開
通
、

平
成
８
年
に
は
、
文
化
活
動
の
拠

点
と
な
る
総
合
文
化
会
館
ピ
ピ
ア

が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
施
設
整
備

が
進
め
ら
れ
た
ほ
か
、
町
中
心
部

の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
機

能
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る

一
方
、
先
人
が
残
し
た
豊
か
な
自

然
を
守
る
た
め
、
環
境
保
全
に
も

積
極
的
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
整
備

を
進
め
た
結
果
、水
質
が
改
善
し
、

ホ
タ
ル
が
舞
う
姿
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
﹁
ホ
タ
ル
の
保
護
に

関
す
る
条
例
﹂
を
制
定
し
て
保
護

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
・
歴
史
と
生
活
の
場

と
し
て
の
都
市
基
盤
の
調
和
の
と

れ
た
ま
ち
、
そ
れ
が
江
南
町
で
す
。

交通の要となる押切橋

原谷公園原谷公園原谷公園

江南町 総務課　3５３６-１５２１

　江南町は、荒川の雄大な流れのもとにつく
られた、人口約12,000人の豊かな土地と美しい
水のあるまちです。荒川の南に位置すること
から、中国の揚子江南岸にある江南の地にな
ぞらえ、古くから「江南」と称されていたこ
とがまちの名の由来になっています。

平
成
１９
年
２
月
１３
日
に
、熊
谷
市
は
江
南
町
と
合
併
し
ま
す

熊
谷
東
松
山
道
路

熊谷寄居線

熊
谷
小
川
秩
父
線

深
谷
東
松
山
線

●立正大学

文殊寺●

●江南南小

江南北小●

●大沼公園
●県立循環器
　呼吸器病センター

総合文化会館ピピア●
●運動公園

原谷公園●
江南町役場● ●町民体育館

●江南中

押切橋 荒　川
荒　川

熊谷大橋

へ
ん
ぼ
う

か
な
め
　
　
　
　
　
　
お
し
き
り

み


し
ょ
う

お



は
ら























こ
う
せ
き

総合文化会館ピピア

江南町役場庁舎

よう   す    こう

第1回　江南町の概要
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